
寒川町教育委員会７月定例会議事日程 

 

令和８年７月 21日（火） 

午後１時 30分 

東分庁舎第２会議室 

１ 開 会 

 

 

  ２ 前回会議録の承認 

   

   

３ 会議録署名委員の指名 

大 森 委 員   山 本 委 員 

 

 

４ 教育長報告 

 

 

５ 社会教育施設報告 

① 公民館報告（資料 １） 

② 総合図書館報告（資料 ２） 

 

６ 委員報告 

 

 

７ 議 事 

議案第 14号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果報告書に

ついて 

 

８ そ の 他 

① 教育財産の処分について（タブレット端末） 

② 学校給食の一部提供中止について（資料 ３） 

 

９ 協 議 

① 寒川町立公民館等指定管理者募集要項（案）について（資料 ４） 

② 寒川総合図書館指定管理者募集要項（案）について（資料 ５） 

 

10 閉 会 



資　料　№ １

男 女 男 女

6月7日（日） 10:00 ～ 18:00 6組 1 11 1 11 12 83%

6月8日（月） 10:00 ～ 18:00 6組 1 3 1 3 4 83%

6月9日（火） 10:00 ～ 16:50 5組 0 1 0 1 1 40%

リラックス・ティータイム 全年代 6月7日（日） 13:00 ～ 16:00 10 0 11 0 11 11 110%

ミニフラワー・アレンジメント作り 全年代 6月7日（日） 13:00 ～ 16:00 10 1 6 7 70%

さむかわ名画座
「カサブランカ」

全年代 6月27日（土） 10:00 ～ 11:30 100 台風のため延期

布ぞうり作り教室 成人期 6月27日（土） 13:00 ～ 15:00 10 台風のため延期

寒川科学クラブ②
「指ピアノを作ろう」

青少年期 6月28日（日） 13:30 ～ 15:30 15 4 6 4 6 10 67%

事前に5名の欠席を確認し、直前に体調不良で1名が
欠席となった。針金の長さを変えながら先端を折り曲
げて板に固定し、指で弾いて演奏した。最後に
「チューリップ」を全員で合奏したが、苦戦しながらも
楽しんでいる様子が伝わってきた。

6月1日（月） 16:00 ～ 18:00 30 13 14 27 90%

6月8日（月） 16:00 ～ 18:00 30 10 13 23 77%

6月16日（火） 16:00 ～ 18:00 30 7 17 24 80%

6月22日（月） 16:00 ～ 18:00 30 7 10 17 57%

6月29日（月） 16:00 ～ 18:00 30 12 11 23 77%

センター

にこにこ学習会 青少年期
小学5年生から中学3年生を対象とした、ボランティア
講師の指導による学習会

ミニフラワー・アレンジメント作りは、30分で3回実施し
た。短時間で可愛らしい作品が完成できる点が参加
者から好評であった。これまでは成人主体の参加で
あったが、今回は小・中学生4名の参加もあり、世代を
問わず楽しく過ごしている様子が見られた。

ホールでグランドピアノを弾こう！ 全年代

今回も利用者からの評判も良く、継続開催を希望す
る声が多かった。ピアノの利用を通じて町民センター
を知ってもらうことや、施設に親しみを感じることでセ
ンター事業への関心に繋がればと考える。小学生で
も参加できる点は、センターにとって大きなメリットとな
る。

令 和 ８年度 公 民 館 事 業 実 績 （６月分）

　　　　　　★印は新規事業

館　名 講　座　名 年代 日　　　時 結 果 ・ 評 価
募集
人数

参加率
申込人数 参加人数 延べ

人数



男 女 男 女

おはなし図書館 幼児期 6月6日（土） 10:30 ～ 11:00 10 0 1 1 10% 読み聞かせボランティアによる定期開催事業

寒川のホタル展 全年代
5月17日（日）

～　6月13日（土）
9:00 ～ 17:00 100 44 48 92 92%

寒川町のホタルの実態について学び、理解してもら
える展示会となった。

公民館花いっぱい運動➂ 全世代 6月13日（土） 9:30 ～ 10:30 5 0 6 6 120%
毎月ボランティアを中心に公民館花壇に季節ごとの
花を咲かせる活動を行い、参加者の交流を図る。

5月28日(木） 13:30 ～ 15:00 8 0 3 0 3 3 38%

6月25日(木） 13:30 ～ 15:00 8 0 3 0 3 3 38%

6月6日（土） 9:00 ～ 13:00 10 1 9 1 9 10 100%

6月13日（土） 9:00 ～ 13:00 10 1 9 1 9 10 100%

普通救命講習会 成人期 6月28日（日） 10:00 ～ 12:00 15 8 7 8 7 15 100%

心肺蘇生法の実技では、参加者たちは息を切らしな
がら真剣に取り組んでいた。アンケートでは、とても分
かりやすい説明だった、AEDの役割が理解できて良
かった、継続的に参加したい、違う講習にも参加した
いなど、意欲的な感想もあった。

集会室開放事業
（卓球・バドミントン）

青少年期 6月 50 14 48 62 124% 利用のない時間帯、青少年を対象に集会室を開放

親子サロン 幼児期 6月 9:00 ～ 12:00 10 0 4 4 40% 毎日午前、未就園児とその保護者に敬老室を開放

学習コーナー 全年代 6月 9:00 ～ 17:00 10 6 4 10 100% 毎日午前午後、全世代を対象にロビーの一部を開放

参加率 コ メ ン ト
募集
人数

申込人数 参加人数 延べ
人数

日　　　時館　名 講　座　名 年代

利用のない時間帯

北部 木工教室 成人期

成人期

参加者は少なかったが、講師の丁寧な指導のおかげ
で全員が素敵な作品を完成させることができた。アン
ケートでは、とても楽しかった、充実した時間を過ごせ
た、とても親切に教えてもらえたと好評であった。

木工は初めての参加者が大半であったが、和気あい
あいと作業に取り組んでいた。全員が木製飾りを完成
させるとともに、木工の楽しさを実感できたようだっ
た。アンケートでは、手軽にアート作品を作ることがで
きた、また参加したい、とても面白かったなどの感想
があった。

初心者モザイクアート教室



男 女 男 女

親子ふれあい教室③ 幼児期 6月1日（月） 10:00 ～ 10:30 12 6 10 6 10 16 133%

参加者は1歳未満7組、2歳1組だった。座布団を用い
た足の上下運動などで、親子が笑顔で触れ合う様子
が見られた。自宅でも気軽に実践できると参加者から
も好評であった。各年齢層の発達段階に応じたふれ
あい遊びを今後は取り入れていきたい。

毎日のお茶をもっと美味しく、
もっと楽しく（生涯学習推進員事
業）

成人期 6月14日（日） 14:00 ～ 15:30 12 3 12 2 11 13 108%

美味しいお茶の入れ方、好みのお茶を見つけること
が今回のテーマで、講師と参加者とのやり取りもス
ムーズで、笑顔の絶えない講座になった。参加者は
お茶の魅力を再認識することができた。次回は講師
の想いを参加者へさらに伝えていきたい。

6月20日（土） 10:00 ～ 11:30 7 0 6 0 6 6 86%

6月20日（土） 13:00 ～ 14:30 7 2 6 2 6 8 114%

トウキョウダルマガエルを探して
みよう

青少年期 6月21日（日） 10:00 ～ 12:00 10 3 1 3 1 4 40%

カエルは草や土に隠れているため、見つけるのに苦
心した。動物の生態を自然の中で直接観察し、子ど
もたちには貴重な経験となった。前回に続き定員に
達しなかったため、自然への関心を高めるための常
設展など集客対策を講じる必要がある。

★子どもハーバリウムと折り紙教
室

青少年期 6月28日（日） 10:00 ～ 11:30 10 2 9 2 9 11 110%

ハーバリウムでは参加者は好みの材料を選び、個性
あふれる作品を完成させていた。後半は立体的で複
雑な折り紙を体験した。8枚のパーツをそろえて組み
立てる作業が子どもたちには分かりにくく、組立図の
用意や難易度を下げる必要があった。

おはなし広場小学生 青少年期 6月28日（日） 11:30 ～ 12:00 12 0 4 4 33% 読み聞かせボランティアによる定期開催事業

6月8日（月） 10:00 ～ 12:00 20 5 24 29 145% 体操、歌、ハンドベル、ウクレレ等を体験

6月22日（月） 10:00 ～ 12:00 20 7 22 29 145% 体操、歌、ハンドベル、ウクレレ等を体験

集会室開放事業（バドミントン） 青少年期 6月 50 33 36 69 138% 毎週火曜日午後、青少年を対象に集会室を開放

敬老室開放事業（囲碁・将棋） 高齢期 6月 13:00 ～ 17:00 100 87 0 87 87%
毎日午後、高齢者を対象に敬老室・機能回復室を開
放

南部ほっとオアシス 幼児期 6月 9:00 ～ 12:00 10 1 2 3 30% 毎日午前、未就園児とその保護者に敬老室を開放

学習コーナー 全年代 6月 9:00 ～ 17:00 10 15 24 39 390% 毎日午前午後、全世代を対象にロビーの一部を開放

火曜・午後

日　　　時

南部

館　名 講　座　名 年代

南部サロン
（生涯学習推進員事業）

成人期

簡単中国語教室 成人期

日常会話を中心に、中国の若者言葉、対人関係の距
離感など、生きた中国文化について幅広く学習した。
現代中国文化への理解が深まり、中国に対する参加
者の関心も一層高まった。事前に参加者から学びた
いことを聞いておけば、さらに良い講座になったと感
じた。

参加率 コ メ ン ト
募集
人数

申込人数 参加人数 延べ
人数



令和８年度公民館事業予定（８月） 

 

○町民センター 

◆親子体操教室 

日 時：８月２日（日）午前１０時～１１時 

対 象：町内在住の小学校低学年親子 １０組 

講 師：片倉洋平（体操クラブ指導者） 

 

◆子ども絵画教室（全２回） 

日 時：８月５日（水）、６日（木）午前１０時～１２時 

対 象：町内在住の小学３～６年生、中学生 １０名 

講 師：元田 太（寒川美術協会） 

 

◆朗読の会「風の音」寒川公演 ★新規事業 

日 時：８月８日（土）午後１時３０分～３時３０分 

対 象：町内在住・在勤者 ２００名 

内 容：菊池寛作「弁財天の使」、小泉八雲「破られた約束」ほか 

 

◆子ども書道教室（全３回） 

日 時：８月１９日（水）、２０日（木）、２１日（金）午前１０時～１２時 

対 象：町内在住の小学３～６年生 １０名 

講 師：守谷秀翠 

 

◆普通救命講習会～大切なひとの命を救うために 

日 時：８月２２日（土）午前１０時～１２時 

対 象：町内在住・在勤者・在学者（中学生以上）１５名 

内 容：心肺蘇生法、ＡＥＤの使用方法を学ぶ 

講 師：茅ヶ崎市消防署消防指導課 

 

◆古き良きアメリカンミュージックを知る講座 ★新規事業 

日 時：８月２２日（土）午後１時３０分～３時３０分 

対 象：町内在住・在勤者 ３０名 

内 容：アメリカ音楽のルーツから現在までをカントリー音楽を中心に学ぶ 

講 師：今井静二（ＮＰＯ法人湘南さむかわラジオ理事長） 

 

 



◆昔遊びを楽しもう 

日 時：８月２３日（日）午前１０時～１２時 

対 象：町内在住の小学生親子 １５組 

内 容：けん玉、竹とんぼ、ぶんぶんゴマなどの昔遊びを体験する 

講 師：吉田 明（寒川町郷土研究会） 

 

◆子ども科学講座③ 

日 時：８月２５日（火）午後１時３０分～３時３０分 

対 象：町内在住の小学４～６年生 １０名 

内 容：やじろべえをつくろう 

講 師：ＮＰＯおもしろ科学たんけん工房 

参加費：２００円（材料費） 

 

◆ニュースポーツ教室 

日 時：８月２９日（土）午前９時３０分～１２時 

対 象：町内在住・在勤者 １０名 

内 容：モルックの体験 

講 師：山口明伸（北部公民館・生涯学習推進員） 

 

○北部公民館 

◆夏休み子どもフェスティバル 

日 時：８月２日（日）午前９時３０分～１２時 

対 象：町内在住の小学生 ６０名 

内 容：ニュースポーツ、ゲーム、旭が丘中学校邦楽部による筝演奏 

 

◆子どもフラダンス教室 

日 時：８月６日（木）午前１０時～１２時 

対 象：町内在住の小学生 ２０名 

講 師：皆川秀美（公民館サークル講師） 

 

◆子どもモザイクアート教室 

日 時：８月７日（金）午後１時３０分～３時 

対 象：町内在住の小学生 ２４名 

講 師：原 恒夫（公民館サークル講師） 

参加費：２００円（材料費） 

 



◆折り紙ヒコーキ教室 

日 時：８月１９日（水）午前１１時～１２時３０分 

対 象：町内在住の小学生 ４０名 

内 容：紙ヒコーキ作りとフライトコンテスト 

講 師：ＪＡＬ職員 

 

◆子ども茶会 

日 時：８月１９日（水）午後１時３０分～３時 

対 象：町内在住の小学生 １２名 

講 師：福岡宗逸 

参加費：３００円（お茶、お菓子代） 

 

◆子どもお菓子作り教室 

日 時：８月２１日（金）午前１０時～１１時３０分、午後１時３０分～３時 

対 象：町内在住の小学生 各回１２名 

内 容：ほろほろクッキー作り 

講 師：星さおり 

参加費：２００円（材料費） 

 

○南部公民館 

◆親子ミニ運動会 

日 時：８月３日（月）午前１０時～１１時３０分 

対 象：町内在住・在勤の幼児から小学生とその保護者 ２０組 

内 容：玉入れ、絵合わせ、障害物競走など 

参加費：１００円 

 

◆子ども絵画教室（全２回） 

日 時：８月１８日（火）、１９日（水）午後１時～３時３０分 

対 象：町内在住の小学生 １５名 

講 師：元田 太（寒川美術協会） 

 

◆吹奏楽部合同楽器体験 

日 時：８月２６日（水）午前９時５０分～１１時３０分 

対 象：町内在住の小学５・６年生 １８名 

内 容：寒川中学校・東中学校吹奏楽部による演奏会と楽器体験 



北部 南部 総合 合計 北部 南部 総合 合計

2 火 21 48 525 594 9 35 753 797
3 水 12 21 324 357 11 27 342 380

4 木 19 25 517 561 17 8 754 779

5 金 17 35 461 513 13 32 782 827
6 土 34 38 700 772 21 24 1,110 1,155
7 日 28 38 707 773 10 34 1,358 1,402
9 火 23 28 555 606 24 28 831 883
10 水 26 28 445 499 23 24 457 504
11 木 25 63 520 608 10 27 629 666
12 金 22 17 418 457 17 15 555 587
13 土 21 42 559 622 4 31 1,023 1,058
14 日 19 45 666 730 22 15 1,176 1,213
16 火 17 40 57 5 10 15
17 水 16 57 73 15 29 44
18 木 17 22 39 23 26 49
19 金 23 31 54 14 41 55
20 土 24 35 59 0 44 44
21 日 30 64 94 39 61 100
23 火 40 46 1,239 1,325 22 21 1,724 1,767
24 水 25 35 586 646 28 30 1,089 1,147
25 木 14 24 462 500 9 7 794 810
26 金 11 28 386 425 12 29 749 790
27 土 12 20 491 523 6 11 1,236 1,253
28 日 17 44 729 790 14 47 1,496 1,557
30 火 24 38 579 641 19 45 618 682
19 日開館※ 537 912 10,869 12,318 387 701 17,476 18,564

21 36 572 - 15 28 920 -
+ 22 + 302 - 1,004 - 680 - 3 + 294 - 1,829 - 1,538

※ 分室は 25 日開室

北部 南部 総合 合計 北部 南部 総合 合計
4 26 478 798 12,968 14,244 386 572 20,169 21,127 776
5 28 577 947 14,140 15,664 424 675 20,515 21,614 733
6 19 537 912 10,869 12,318 387 701 17,476 18,564 920

73 1,592 2,657 37,977 42,226 1,197 1,948 58,160 61,305 3 ヵ月分

一日平均 20 34 520 - 15 25 797 -

25 日開室

北部 南部 総合 合計 北部 南部 総合 合計

2018 310 10,852 15,448 290,165 316,465 5,604 8,840 336,432 350,876
年度 一日平均 35 49 936 - 18 28 1,085 -
2019 288 9,889 13,398 289,245 312,532 5,504 8,112 305,597 319,213
年度 一日平均 34 46 1,004 - 19 28 1,061 -
2020 246 6,173 8,276 182,904 197,353 3,305 5,565 237,984 246,854
年度 一日平均 25 34 744 - 13 23 967 -
2021 308 7,906 10,594 220,907 239,407 5,043 7,064 312,732 324,839
年度 一日平均 25 34 717 - 16 23 1,015 -
2022 306 7,817 10,247 211,858 229,922 3,894 6,505 277,814 288,213
年度 一日平均 25 33 692 - 13 21 908 -
2023 292 7,076 9,790 186,451 203,317 4,238 6,036 260,533 270,807
年度 一日平均 24 33 639 - 14 20 892 -
2024 311 6,927 8,611 170,667 186,205 4,319 5,998 264,307 274,624
年度 一日平均 22 27 549 - 14 19 850 -
2025 298 6,888 8,883 165,576 181,347 4,974 5,827 244,540 255,341
年度 一日平均 22 28 542 - 16 18 821 -
2026 73 1,592 2,657 37,977 42,226 1,197 1,948 58,160 61,305
年度 一日平均 20 34 520 - 15 25 797 -
開館 5,954 143,583 161,630 5,213,621 5,518,834 84,734 99,795 7,175,245 7,359,774
累計 一日平均 35 39 876 - 21 24 1,205 -

　総合図書館の来館者数・貸出点数は開館（２００６年１１月３日）から集計。

　分室の来館者数・貸出点数はサテライト化後の２０１２年１０月１日から集計。

図 書 館 月 報

◎令和8年度図書館利用状況・6月 （2026.6.1～2026.6.30）

Ｎｏ．306　R8(2026)．7．8

寒 川 総 合 図 書 館

おひざにだっこのおはなし会

土曜日おはなし会

台風の為12時まで臨時休館

日

一日平均 1日平均 5.9人登録

土曜日おはなし会(台風の為中止)

おひざにだっこのおはなし会/月にいちどの赤ちゃんタイムミニ

出張わらべうた/公開医学講座

◎令和8年度利用状況 （2026.4.1～2026.6.30）

月 開館日 備考

曜
来館者数（人） 貸出点数（点）

行事等

一之宮小学校図書館たんけん

土曜日おはなし会

　　　　　総合図書館のみ蔵書点検のため休館

6月30日付で長期未利用(5年)登録者の削除を
実施

　登録者　　15,874人(新規登録　113人)

総合図
開館日

来館者数（人） 貸出点数（点）
備考

来館者数（人） 貸出点数（点） 総合図書館
貸出点数（一日平均）（点）

◎年度別の利用状況 （2018.4.1～2026.6.30）

計

※分室は

昨年同月比 （町人口48,214人　2026.6.1）

教育委員会定例会

sakano
テキストボックス
資料２



Ⅰ．寒川総合図書館

１．図書館行事

（１）展示

展示冊数

貸出冊数

170

205

194

8月終了

209

253

169

7月終了

32

7月終了

133

7月終了

82

8月終了

45

7月終了

9

4

68

272

禁帯
6

（２）おはなし会

土曜日おはなし会
（幼児、小学生向け）

6/6（土）
11：00～11：20

１階
児童コーナー

子ども5名、おとな5名、計10名
絵本「たんぼレストラン」など4点

6/13（土）
11：00～11：20

子ども10名、おとな10名、計20名
紙芝居「あんもちみっつ」など4点

6/27（土）
11：00～11：20

台風による悪天候の為中止

おひざにだっこのおはなし会

6/7(日)
11:00～11:20 1階

おはなしの
へや

3組（子ども3名、おとな3名）計6名
絵本雑誌「はなちゃん　いないないばあ」など8点

6/24(水)
11:00～11:20

2組（子ども2名、おとな2名）計4名
絵本「くだもの」など8点

5/2(土）～
6/14(日）

-

読書バリアフリーコーナーの布絵本を、気軽に手に取れるよう
展示。製作協力のピーターパンクラブの布おもちゃ作品も一緒
に展示することで、地域のボランティアグループの活動の紹介
を行う。（館内閲覧のみ）ベビーカーに乗った子どもに触らせる
保護者や、図書館たんけんの小学生たちも夢中になってさ
わって楽しんでいた。

名称 実施日 場所 参加人数、内容

その他

図書館スタッフ推し本
6/2(火）～
6/30(火）

〇

毎月2名のスタッフが担当し、中高校生向けに選んだ推し本を2
～3冊ずつPOPと共に展示する。学習席利用のYA世代の利用
促進を図る。展示を楽しみにしている利用者もいて展示コー
ナーの認知度が上がってきている。

健康生活！
4/2(木）～
6/28(日）

-

利用者からの関心が高い運動や食事法など健康に関する資
料を展示し貸出促進を図る。目につきやすい展示コーナーで
あり、常に貸出があり結果につながった。利用者のニーズに
あったテーマだったと思われる。

さわってみよう布絵本と布おも
ちゃ

児童展示
課題図書・夏のすいせん図書
優良図書

6/25(木）～
8/30(日）

〇

学年別に課題図書や、夏のすいせん図書、令和7年度優良図
書を紹介し貸出を促す。同時にオリジナルの「読書感想文ノー
ト」の配布を行い、夏休みの学習に役立つ展示を目指す。開始
前から関心が高く早々に貸出が伸びている。

紙芝居
展示

みんなで一緒に紙しばい
～参加型～

4/22(水）～
7/15(水）

-

新学期に合わせ、読み聞かせに人気の参加型の紙しばいを展
示することで、家族で楽しむだけでなくボランティア活動等に役
立つ資料として紹介し、利用促進を図る。当館のおはなし会ボ
ランティアの人も利用するなど子どもだけでなく大人の利用も
伸びている。

CD展示 ROCK！！
4/15(水)～

7/1(水)
-

国内外のロックミュージシャンのCDを展示することで、ファンだ
けでなく幅広い世代の利用者の興味をひき、貸出促進を図る。
POPで紹介したQUEENのベストアルバムなど海外アーティスト
のCDの貸出が伸びている。

雑誌横
展示

受賞・ノミネートした本
4/4(土)～
7/15(水)

-

文学賞をはじめとする各賞にノミネートまたは受賞した本を展
示し、過去に話題になった作品を手に取るきっかけを作り貸出
促進を図る。えほんや直木賞受賞作品など、全体的に貸出が
伸びている。

YA展示 戦国時代の武将たち
5/13(水)～
8/16(日)

-

テレビやゲームの創作物で目にする機会の多い戦国時代の武
将に関する展示を行うことで、中高校生の興味を惹き貸出促進
を図る。戦国武将の人気投票や図書館近隣の史跡を紹介する
掲示を実施。

絵本
小規模企画

のりもの
5/16(土)～

6/5(金)
-

行楽シーズンを迎え自動車、鉄道や飛行機など乗る機会の増
える「のりもの」が登場するえほんを展示する。それにより子ども
の興味をひき貸出につなげる。働く車のえほんなど、子どもに
人気のえほんの貸出が伸びた。

しとしと　ぽつぽつ　あめがふる
6/6(土)～
7/3(金)

〇

梅雨の季節に合わせ、雨や天気に関するえほんや紙芝居を展
示する。表紙を見せて展示することにより、子どもたちの興味を
ひき貸出増を目指す。えほんだけでなく紙芝居の貸出も伸び
ている。

　＝令和8年度総合図書館事業実績（6月）＝　

区分 展示名 期間
当月
開始 目的・総評

企画
展示室

絵本の魔法～大人のあなたへ～
4/18(土)～
6/14(日)

-

ロングセラーの絵本や外国語絵本をはじめ、大人も楽しめる絵
本を展示することで、普段絵本に触れる機会が減った世代に
絵本の魅力を再認識するきっかけを作る。絵本の貸出増を目
指す。日本語版と英語版を同時に借りていく人がいるなど、え
ほんに対する関心をひき貸出増につながった。



（３）その他

イベント・講座

スタッフ研修

応募数（句）

3月 29

4月 29

5月 22

6月 21

２．施設見学・研修受入

夏至 　投句者：6名

読書通帳配付状況
期間：6月2日（火）～6月30日（火）

大人用11冊、子ども5冊　合計16冊を配付。

図書館たんけん

6/3（水）
9:10～11:30

南小学校2年生：3クラス99名、引率教諭5名(参加予定）
※台風の為、延期。

6/11（木）
9:30～11:30

一之宮小学校2年生：2クラス47名、引率教諭6名、そのほか保護者ボランティア7名
図書館を見学し、図書館・文書館の利用方法などを学んだ。貸出体験あり。

春塵（しゅんじん）
2名で佳作1句、入選１句。（「現代俳句」7月号に掲載）
佳作句：『春塵や読経の止まる阿弥陀堂』吉田半夏生

燕（つばめ）
2名で入選2句。（「現代俳句」7月号に掲載）
入選句：『自由とはどこまで自由つばくらめ』加藤西葱

風薫る

人権教育指導者養成研修講座
6/17（水）

14:30～16:00

神奈川県教育委員会主催の講座を受講。テーマ『貧困等にかかる人権課題』
講演「子どもの貧困：すべての教員に知っていただきたいこと」講師：阿部彩氏（東
京都立大学教授）　スタッフ１名参加。

図書館俳句ポスト投句状況

お題 状　　況

十進王国ライブラリー
    6/2(火)～
         6/30(火)

寒川総合図書館オリジナルキャラクター『十進王国物語』の好きなキャラクターの分
類から本を1冊借り、スタンプカードにスタンプを集める。また、貸出した分類のキャ
ラクターのトレーディングカードを1枚選んで貰うことができる。楽しみながら日本十
進分類法を学ぶことを目指す。毎月1回参加可能。参加対象：中学生以下の子ども
※南北分室でも実施。
参加者数23名

全体研修
6/15（月）

8:30～17:00
休館日にスタッフ全員で研修を行った。文書館と合同で火災避難訓練と水消火器
による消火訓練。接遇研修と全体ミーティング、各班の打ち合わせ等を実施。

公開医学講座
6/25(木)

11:00～12:00

湘南鎌倉総合病院のオンライン（ZOOM）医学講座を視聴する。専門家による医学
講座を開催することで、来館のきっかけづくりと関連資料の貸出推進を目指す。
テーマ『外来での内科医との話し方』（講師：湘南鎌倉総合病院 内科総合診療セ
ンター部長　冨山周作氏）
参加者：7名。関連資料の貸出3点。

寒川総合図書館・寒川文書館　開館20周年事業

20周年記念月替わりしおりプレゼント
（6月限定絵柄配布）

　6/2(火)～
　　　　6/30(火)
　無くなり次第終了

スタッフが作ったオリジナルしおりを毎月数量限定で配布する。12か月分集めて並
べると裏側が一枚の絵になる。
1日、10日、20日と3回に分けて1階カウンターにて限定200枚を配布。6月分は6/25
夕方すべて配布終了。楽しみにしている利用者も多くいる。

月にいちどの赤ちゃんタイム
6/24(水)

11:30～12:00

1階
おはなしの

へや

5組（子ども5名、おとな5名）計10名
通常開催日が特別休館中の為、おひざにだっこのおはなし会の
後に30分の短縮開催とした。おはなし会に参加した後にそのまま
参加した親子が2組。保護者同士の会話も弾み和気あいあいとし
た雰囲気だった。終了後新規登録2件。

出張わらべうた
（子育て支援センター共催）

6/25(木)
14:00～14:30

図書館スタッフが子育て支援センターに出向き、赤ちゃん向けのわらべうたや手遊
びを行った。図書館の利用案内や絵本選びの相談等も行うことで図書館の利用促
進を図る。後日来館し、新規登録をするとプレゼントを受け取れる引換券を配付し
た。質問コーナーでは、子連れで来館をためらう声もあった為、おはなしのへやや
授乳室の案内をするなど気軽に来館してもらえるよう声掛けをした。参加者：1歳未
満の乳児と保護者12組。



３．図書館資料管理

蔵書点検

督促状況
延滞日数

３日以上

３０日

６０日

９０日

１８０日

Ⅱ．分室
（１）展示

展示冊数

貸出冊数

85

7月終了

12

7月終了

76

7月終了

12

7月終了

4/4(土）～
7/15(水）

-
小学校で行っている１０分間朝読書向きに短いおはなしの本を
展示し、小学生の読書推進を目指す。なぞなぞやことわざの本
などを利用する姿が見られた。

南部朝読おすすめの本
4/4(土）～
7/15(水）

-
小学校で行っている１０分間朝読書向きに短いおはなしの本を
展示し、小学生の読書推進を目指す。都市伝説の読み物や低
学年向きのものが貸出されている。

北部

科学でさぐろう！海！空！大地！
4/19(日）～

7/5(日）
-

深海・宇宙・地層と古代生物関連の資料を展示し、科学を身近
に感じてもらうことを目指す。利用者の興味をひき貸出促進を
図る。化石や恐竜の本の貸出が伸びている。

北部朝読おすすめの本

区分 展示名 期間
当月
開始 目的・総評

南部

ハンドメイドを楽しむ
4/19(日）～

7/5(日）
-

多種多様な手作りを気軽に楽しめるような資料を展示し、幅広
い年代の利用者に興味をもってもらい貸出促進を目指す。家
族で来館し、手作り雑貨の本をまとめて借りていくなど貸出が
伸びている。

第二次督促 2026/3/1～3/31 6/25 ハガキ：0名（0冊）

第三次督促 2025/12/1～12/31 6/25 電話：1名（4冊）

第一次督促 2026/5/1～5/31 6/25 ハガキ：12名(30冊）、メール：15名（48冊）

長期電話督促 2026/4/1～4/30 6/25 電話：1名（5冊）

督促対象 実施日 状　　況

予約督促 予約1件以上 毎週木曜・日曜 電話：17名（23冊）メール：52名(61冊）

閉架書庫

期間：5月19日(火)～6月5日(金）

総合図書館閉架書庫の蔵書点検を通常開館中に実施した。
ハンディスキャナーとバーコードリーダーを併用し実施。継続不明：1点、新規不明：2点

総合図書館（開架書架）

期間：6月16日(火)～6月21日(日）

蔵書点検と書架等の清掃、1階のカーテンの洗濯を行った。
蔵書点検期間中、南北分室は通常開館。継続不明：12点、新規不明12点



Ⅰ．寒川総合図書館

１．図書館行事
（１）展示

新規 継続

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

〇

〇

○

○

○

○

○

寒川町で発掘された土器や、文化財学習センターを紹介するパネ
ル展示を行う。7月4日(土)からは、寒川文書館で土器（レプリカ含
む）の展示も併せて開催する。各施設の周知と相互利用の促進を
目指す。

楽しもう！ミュージアム
7/2(木）～
9/30(水）

夏のお出かけシーズンに合わせ博物館や美術館などのミュージア
ムに関する資料。その他展示物の解説資料なども展示し利用者の
興味を惹き貸出増を目指す。併せて2階の通常の配架場所を案内
することで更なる利用促進を図る。

夏休みから秋にかけて、食育がテーマの食べ物やお菓子・くだもの
などの紙しばいを展示し、子どもたちの興味をひき貸出促進を図
る。

その他

図書館スタッフ推し本
7/1(水）～
7/31(金）

毎月2名のスタッフが担当し、中高校生向けに選んだ自分の推し本
を2～3冊ずつPOPと共に展示する。学習席利用のYA世代の利用
促進を図る。

Samu☆ROCK２０２６～音楽を楽しも
う～
Samu.Lib.第1号コラボ展示

7/1(水）～
9/30(水）

楽器の演奏やパソコンを使う作曲など音楽に関する資料のほか小
説も展示し、音楽に興味がある人だけでなく広く利用者の関心をひ
き貸出促進を図る。中高校生向け図書館通信「Samu.Lib.」を配布
することでブックリストを活用し読書推進につなげることを目指す。

文化財学習センターポスター展示
7/1(水）～
8/30(日）

児童展示
課題図書・夏のすいせん図書
優良図書

6/25(木）～
8/30(日）

学年別に課題図書や、夏のすいせん図書、令和7年度優良図書を
紹介し貸出を促す。同時にオリジナルの「読書感想文ノート」の配
布を行い、夏休みの学習に役立つ展示を目指す。

紙芝居展示

みんなで一緒に紙しばい
～参加型～

4/22(水）～
7/15(水）

新学期に合わせ、読み聞かせに人気の参加型の紙しばいを展示
することで、家族で楽しむだけでなくボランティア活動等に役立つ
資料として紹介し、利用促進を図る。

おいしい紙しばい
7/22(水）～
10/7(水）

雑誌横展示

受賞・ノミネートした本
4/4(土)～
7/15(水)

文学賞をはじめとする各賞にノミネートまたは受賞した本を展示し、
過去に話題になった作品を手に取るきっかけを作り貸出促進を図
る。

平和な未来のために
7/18(土)～
8/30(日)

過去だけでなく未来に目を向けて、戦争や平和について多くの人
が関心を持てるように児童書やえほんを中心とした展示を行う。平
和について考えるきっかけづくりと読書推進を図る。

CD

ROCK！！
4/15(水)～
7/1(水)

国内外のロックミュージシャンのCDを展示することで、ファンだけで
なく幅広い世代の利用者の興味をひき、貸出促進を図る。

クラシックを聴いていこう
7/8(水)～
9/24(木)

聞いたことのあるようなクラシック楽曲をはじめ、睡眠導入に使える
ようなCDなどクラシックを身近に感じてもらい貸出促進を図る。

絵本
小規模
企画

しとしと　ぽつぽつ　あめがふる
6/6(土)～
7/3(金)

梅雨の季節に合わせ、雨や天気に関するえほんや紙芝居を展示
する。表紙を見せて展示することにより、子どもたちの興味をひき貸
出増を目指す。

わくわくがいっぱい
7/4(土)～
7/24(金)

読むとわくわくするような楽しく読めるおはなしのえほんを展示す
る。「わくわくおべんとう」や「わくわくげんきにあそぼう！」など夏休
みに読みやすい展示を目指し貸出促進を図る。

うみややまの本
7/25(土)～
8/14(金)

夏休みにあわせて海や山をテーマに、行楽だけでなく自然を体
験・学習できるような展示を目指し、読書推進を図る。

7/18(土)～
8/30(日)

近年出版された読み物を中心に学年別におすすめの本を展示す
る。十進王国キャラクターが紹介する形で各分野の展示を行うこと
で子どもたちの興味関心をひき読書推進を図る。

YA 戦国時代の武将たち
5/13(水)～
8/16(日)

テレビやゲームの創作物で目にする機会の多い戦国時代の武将
に関する展示を行うことで、中高校生の興味を惹き貸出促進を図
る。また歴史背景や文化にも興味を持ってもらうことで更なる読書
推進につなげることを目指す。

　＝令和8年度総合図書館事業実績／予定（7月～）＝　

区分 展示名 期間 目的・内容

企画
展示室

アップサイクル～捨てずに活かす
～

7/18(土)～
8/30(日)

今あるものを作り変え、付加価値をつけて利用するアップサイクル
をはじめとするリサイクル活動やごみ問題を提起し、資源の有効活
用について考える機会を提供する。関連資料の貸出促進を目指
す。

夏のいちおし！～十進王国キャラク
ターのひみつの本棚～



（２）おはなし会

（３）その他
イベント・講座

寒川総合図書館・寒川文書館　開館20周年事業

開館20周年利用者参加企画
おめでとうメッセージの募集と掲示

募集：7/20(月)～
11/3(火)

掲示：9/5(土)～
11/29(日)

図書館開館２０周年に寄せて広く利用者からメッセージを募集する。メッ
セージを掲示することで図書館への関心を高め継続的な利用促進を図
る。
専用用紙への記入と並行してWEBでもメッセージを募集し掲示する。

開館２０周年利用者参加企画
あなたの「推し本」を教えてください

7/20(月)～9/30(水)

利用者からおすすめの本を募集し、企画展示室で展示を行う。自身の紹
介本の展示やほかの利用者のおすすめ本を手に取ることで来館の楽しみ
を広げ、読書推進と利用促進を目指す。同展示では夏休みに子どもたち
から募集した「おすすめカード」の本も同時に展示する。

20周年記念月替わりしおりプレゼント
（7月限定絵柄配布）

7/1(水)～7/31(金)
無くなり次第終了

スタッフが作ったオリジナルしおりを毎月数量限定で配布する。12か月分
集めて並べると裏側が一枚の絵になる。
配布場所：総合図書館1階カウンター。配布数：200枚。

十進王国ライブラリー 7/1(水)～7/31(金)

寒川総合図書館オリジナルキャラクター『十進王国物語』の好きなキャラク
ターの分類から本を1冊借り、スタンプカードにスタンプを集める。また、貸
出した分類のキャラクターのトレーディングカードを1枚選んで貰うことがで
きる。楽しみながら日本十進分類法を学ぶことを目指す。毎月1回参加す
ることができる。参加対象：中学生以下の子ども※南北分室でも実施。

夏休み工作おたのしみ袋 7/26(日)～8/30(日)
捨てられる本の帯やレシートロールの芯などの不用品を袋に詰めて配布
する。SDGｓの取り組みの一環として資源の大切さを考えるきっかけづくり
を目指す。1日限定10袋配布予定。

夏休み！
宿題おたすけ調べ隊講座

7/26(日)
9:30～12:00

百科事典の使い方や資料の引用方法を学び、テーマにそって調べたこと
をリーフレット形式にまとめる。完成したリーフレットはカラーコピーをとり児
童コーナーにて掲示し発表の場とする。募集：小学3年生～6年生6名

十進王国かるた大会
7/18(土)

①10：30②11：30

図書館オリジナルの十進王国かるたを使い、かるた大会を開催する。楽し
みながら日本十進分類法を知る機会を増やし、読書推進と図書館の利用
促進をめざす。募集：各回12名

さむかわジュニア司書講座(全4回)
7/23(木)7/29(水)
7/30(木)8/4(火)
10:00～12:00

図書館の仕事を経験し、人と本を結ぶ読書推進リーダーとして地域で活
躍できるジュニア司書の育成を目指す。全4回を受講し、さむかわジュニア
司書に認定する。認定後、希望者は図書館のイベント等に参加するジュ
ニア司書活動を行う。募集：小学4年生～中学1年生8名

七夕飾り 7/2(木)～7/7(火)
町民の方から提供していただいた笹を1階中央階段付近に設置。鉛筆と
短冊を置き、願い事を書いてもらう。

図書館映画会
7/12(日)

14:00～16:20

上映作品：『アンナ・カレーニナ』(2012年イギリス映画130分）
出演：キーラ・ナイトレイ、ジュード・ロウほか
トルストイの最高傑作を絢爛豪華に映画化。募集：高校生以上20名。

7/18(土)
11:00～11:20

7/25(土)
11:00～11:20

月にいちどの赤ちゃんタイム
7/15(水)

11:00～12:00

1階
おはなしの
へや

赤ちゃんと一緒にゆっくりと絵本を楽しむ時間を持てるよう
に、おはなしのへやにマットを敷いて自由に読んでもらう。
希望があれば個別に読み聞かせや絵本選びの相談を受け
る。気軽に来館する時間を設けることで更なる利用促進を
図る。

おひざにだっこのおはなし会
（０才から２才の赤ちゃん向け）

7/5（日）
11:00～11:20 1階

おはなしの
へや

当日自由参加
絵本の読み聞かせと、わらべうたや手遊び7/22（水）

11:00～11:20

土曜日おはなし会
（幼児、小学生向け）

7/4(土)
11:00～11:20

１階児童
コーナー

当日自由参加（立ち見可能）
絵本、紙芝居の読み聞かせ

7/11(土)
11:00～11:20

名称 実施日 場所 参加人数、内容



夏の読書推進事業

新規 継続

〇

○

〇

〇

○

〇

北部

科学でさぐろう！海！空！大地！
4/19(日）～
7/5(日）

深海・宇宙・地層と古代生物関連の資料を展示し、科学を
身近に感じてもらうことを目指す。利用者の興味をひき貸出
促進を図る。

教科書で紹介された本を読んでみ
よう！～小学生・中学生編～

7/17(金）～
9/30(水）

町内の小中学校で使用されている国語の教科書に紹介さ
れている読み物を展示する。夏休みの子どもたちだけでなく
幅広い年代の利用を目指し、貸出促進を図る。

北部朝読おすすめの本
4/4(土）～
7/15(水）

小学校で行っている１０分間朝読書向きに、短いおはなしの
本を展示し、小学生の読書推進を目指す。

南部

ハンドメイドを楽しむ
4/19(日）～
7/5(日）

多種多様な手作りを気軽に楽しめるような資料を展示し、幅
広い年代の利用者に興味をもってもらい貸出促進を目指
す。

教科書で紹介された本を読んでみ
よう！～小学生・中学生編～

7/17(金）～
9/30(水）

町内の小中学校で使用されている国語の教科書に紹介さ
れている読み物を展示する。夏休みの子どもたちだけでなく
幅広い年代の利用を目指し、貸出促進を図る。

南部朝読おすすめの本
4/4(土）～
7/15(水）

小学校で行っている１０分間朝読書向きに、短いおはなしの
本を展示し、小学生の読書推進を目指す。

Ⅱ．分室
（１）展示
区分 展示名 期間 目的・内容

わくわく読書マラソン 7/18(土)～9/1(火)

夏休み期間中に読んだ本を「わくわく読書マラソンカード」に記入し、読ん
だ冊数分のスタンプを押す。参加賞としてしおり、10冊読んだ子どもには
認定カードを渡して読書の励みとする。図書館利用と読書推進を目的と
する。総合図書館・北部分室・南部分室にて受付。

おすすめカード

募集：7/18(土)～
9/1(火)

掲示：7/18(土)～
9/6(日)

「おすすめカード」に、自分が読んだおすすめの本のタイトル等を記入し
提出してもらう（絵をかいたり色を塗ったりするのも可）。本を紹介しあうこと
で新しい本との出会いの場を提供し読書推進につなげる。掲示は総合図
書館児童書架にて掲示。
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Ⅰ 点検・評価制度の概要 
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１ はじめに 

 

寒川町教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の趣旨に

則り、効果的な教育行政の推進に資するとともに、町民への説明責任を果たし、よ

りよい教育を目指すため、令和７年度事業について点検と自己評価を行い、その結

果に対して教育に関し学識経験を有する方からご意見を頂戴し、「教育に関する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果報告書」（以下「報告書」という。）

にまとめました。 

                                    

   

 

参考：地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 
 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第 4項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成

し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。      

2  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識 

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。  

 

 

 

 

２ 点検・評価の対象事業 

 

点検・評価の対象範囲は、学校教育、社会教育及びスポーツに関することなど、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 21条で「教育委員会の職務権限」と

して規定されている事務ですが、町の行政組織の見直しにより、平成 25年度から

教育委員会で所管している事務は、主に学校教育、社会教育に関するものとなって

います。 

対象事業については、第２次寒川町教育振興基本計画の前期実施計画（令和３年

度～令和７年度）の各事業のうち、令和７年度重点施策に位置付けた事業で教育委

員会が実施した事業としました。 
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３ 点検・評価の実施方法 

 

(1)  教育委員会が実施している事業について、教育委員会自らがその取り組み状

況と成果について点検と評価をし、それに対する課題や今後の方向性などをま

とめました。 

 

評価基準 

 

Ａ…よくできた。計画・目標を上回る成果が得られた。 

 Ｂ…ほぼ計画どおり実施できた。 

 Ｃ…計画どおり実施できなかった。 

  

※取組について「成果指標」（定量評価）のみではなく、「取組状況（成果）」

（定性評価）も併せ全体として総合評価する。 

 

(2)  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条第 2 項に規定されている

ように、教育に関し学識経験を有する方々等（外部評価委員）から点検・評価の

対象事業について様々なご意見をいただきました。これらは次年度の事業実施

に生かしてまいります。 

 

外部評価委員 

氏    名 所   属   等 

大 内 良 臣 神 奈 川 県 立 寒 川 高 等 学 校 

是 枝  圭 寒 川 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 絡 協 議 会 

仲  田  政  一 

 

寒 川 町 社 会 教 育 委 員 会 議 

（50音順、敬称略） 
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Ⅱ 令和７年度 

事業の点検・評価 
 



令和７年度 重点施策一覧

ページ

1

1
「主体的・対話的で深い学び」につながる授業実践及び指導と評価の一体化の推
進等、今日求められる教育課題に関する校内研究会及び教職員研修会等の充実

8

2 学習形態や指導方法等の工夫を通した一人ひとりに応じたきめ細かな指導の充実 9

2

1
様々な体験的な学習等における児童・生徒の主体的な活動を通じて自己決定の場
を設定し、自他を尊重する態度の育成といじめのない学級・学校づくりの推進

10

2
「特別の教科 道徳」の特質を踏まえ、自ら考え判断し行動できる力を育む教育活動
全体を通じた道徳教育の充実

11

3

1
一人ひとりの教育的ニーズに合った学びの場で、適切な支援を受けながら学
習することができる特別支援教育の充実

12

2
外部機関との連携をした学校生活に不安や課題を抱える児童・生徒への相談指導
体制の充実

13

4

1
外国人指導者（FLT）の小・中学校への常駐配置等による指導体制の充実を通じ
た外国語教育の推進

14

2
英語検定に係る助成制度を通じた、生徒の英語学習の到達度の把握及び英語学
習に対するモチベーション向上

15

5

1
ＩＣＴ機器等の整備による新学習指導要領に対応した分かりやすい授業の展開に向
けた授業研究体制及び教職員研修の充実

16

2
ＩＣＴ支援員の配置による各校のニーズに応じた情報教育に係る支援の充実及び機
器更新・通信ネットワーク環境の整備

17

6

1
学校施設の維持保全と整備を通じた安全・安心な学校教育を継続するための環境
づくり（小・中学校修繕、施設維持補修委託、小学校体育館屋根改修工事、中学校
体育館屋根修繕設計委託など）

18

2
学校給食センターからの安全・安心な完全給食提供及び施設を活用した食育発信
の推進

19

学力向上に向けた主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善の充実を図ります。

特別の教科 道徳の時間を要とした教科等の指導を通して、児童・生徒指導の充実を図ります。

支援を必要とする児童・生徒のニーズに応じた教育環境を整備します。

質の高い外国語授業の展開と学校生活全般における外国語を使用する機会の充実を図ります。

情報活用能力を含む学力向上に向けたＩＣＴ機器を効果的に活用する授業の展開を図ります。

安全・安心な学校生活とよりよい学習環境づくりのために学校教育施設の整備の充実を図りま
す。

　学校教育

6



ページ

1

1
人口減少や高齢化など多様な課題の顕在化や、急速な社会経済環境の変化に対
応するため、現代的課題や地域課題についての学習機会の充実

20

2
公民館利用者の高齢化や固定化が進んでいるため、サークル活性化を目指し、サー
クル入会体験フェスタやサークル育成講座などの事業の実施

21

3
町民の知的要求や課題解決のための地域の情報拠点となる図書館として、特色あ
る企画テーマ展示の実施

22

4 町民の読書活動を支援するボランティア活動の充実 23

5 生涯学習に取組むためのきっかけづくりや機会の提供 24

2

1 子育て家庭を支援するため、子育てや大人と子どものふれあう学習機会の充実 25

2 幼少期から読書習慣の定着を目指し、図書館に来る機会づくりの充実 26

3 青少年の健全育成のため、異年齢や多様な人々との交流の充実 27

3

1 近代建築物の調査の実施 28

2 講座や展示等を充実させ、町民が寒川町の文化財を知る機会の充実 29

4

1 指定管理者と連携し、必要な修繕などの実施 30

乳幼児から高齢者までの学びの拠点として、快適で安全な学習環境を整えるため、社会教育施
設の整備等に努めます。

　社会教育

社会の持続的発展のための学びを推進します。

多様化する家庭環境に対して、地域全体での家庭教育を支援します。

郷土の歴史に対する関心を高め、文化財に対する保護意識の向上を図ります。
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担当課 学校教育課

１－１
「主体的・対話的で深い学び」につながる授業実践及び指導と評価の
一体化の推進等、今日求められる教育課題に関する校内研究会及び
教職員研修会等の充実

主な取組 教職員の資質向上事業、教育活動充実事業

事業概要
（Plan)

時代と共に変化する今日的教育課題に対応するため、教職員のニーズも踏まえながら、
町独自に教職員を対象とした授業づくりや児童・生徒指導、特別支援教育などに関する研
修会・講演会を計画的に開催する。

各小・中学校において、今日的教育課題に応じて外部講師を招聘した講演会などを通
し、最新の教育実践に基づく情報を共有する。また、児童・生徒の実態に応じた研究授業を
行い、外部講師や指導主事による指導助言を通して、各教職員に対する実践的な授業改
善を図っていく。

併せて、各小・中学校の校内研究を公開・交流し、寒川町全体に還元しながら教育の質
的向上を図るとともに、さむかわ学びっ子育成推進委員会を組織し、各校の校内研究につ
いて、情報共有及び改善を目的として年４回の推進委員会を実施する。

取組実績
(Do１)

各校が、それぞれに教育課題を話し合い、研究テーマを設定し、校内研究に取り組んだ。
研究テーマに合わせて研究推進の手法を考えて、外部講師を招聘し、指導と助言をいただ
きながら授業力の向上や学習集団としての心理的安全性の向上などに取り組んだ。また、
さむかわ学びっ子育成推進委員会では、各校の校内研究の取組状況について情報交換を
行うとともに、互いに他校の公開研究会に参加するなど、切磋琢磨して教育課題解決に取
り組むことができた。

成果指標
（Do2）

自己の授業改善につながると感じた教職員の割合
（教職員研修会・教育講演会事後アンケートより）

目標値 実績値

87% 98%

課      題
(Check)

　各校が自校の状況に応じて授業改善等に取り組む一方で、自校の研
究内容の理解や浸透が教職員によって差が見られた。チーム学校とし
て教育課題に取り組むためにも、研究テーマの設定や取組手法の選定
など、教職員の共通認識を高めることが重要である。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

素晴らしい教育実践に取り組んでいる学校や教職員も多くいるため、寒川町全体で共有
していくよう、さむかわ学びっ子育成推進委員会等を活用しながら教育課題解決に取り組
んでいく。

学 校 教 育

重点施策 １

学力向上に向けた主体的・対話的で深い学びの視点に

よる授業改善の充実を図ります。
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担当課 学校教育課

１－２
学習形態や指導方法等の工夫を通した一人ひとりに応じたきめ細かな
指導の充実

主な取組 少人数教育推進事業

事業概要
（Plan)

各小・中学校に少人数学習補充教員・補助員を１名ずつ配置して、小グループまたは
ティーム・ティーチングによって学習形態や指導方法を工夫した授業を展開する。

これにより、児童・生徒の発言・表現をする機会のさらなる確保、並びに個に応じた児童・
生徒の学習状況の把握及び適切な対応などといった、きめ細かい指導を通して授業の理
解を深め、学力の向上を図る。

取組実績
(Do１)

多様な児童・生徒がともに学ぶ中で、学習活動全体を進行させながら、学習補充教員や
補助員が機能的に学習支援を行った。学年や学級の状況に応じて、少人数グループを設
定する学習形態やティーム・ティーチングの学習形態をとることで、児童・生徒にきめ細やか
な支援を行った。また、学習理解が深まる機会を積極的に作った結果、より多くの児童・生
徒の学習意欲の向上につなげることができた。

成果指標
（Do2）

各種補助員によるティーム・ティーチングの授業が分
かりやすいと感じる児童・生徒の割合
（児童・生徒アンケートより）

目標値 実績値

70% 86%

課      題
(Check)

　複数の教職員で対応するため、教職員同士の情報共有や進行状況の
確認などが重要となるが、そのための時間調整が不十分な場面が見ら
れた。十分な情報共有がないと、ティーム・ティーチングによる効果があ
がらないため、互いに時間を作る工夫が必要である。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

　ICT機器も含めて、教職員同士のコミュニケーションをとる手段は広がったが、最終的には
直接話して伝えることも重要であり、ICT機器と直接対話の両方を活用していく必要があ
る。

学 校 教 育

重点施策 １

学力向上に向けた主体的・対話的で深い学びの視点に

よる授業改善の充実を図ります。
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担当課 学校教育課

２－１
様々な体験的な学習等における児童・生徒の主体的な活動を通じて自
己決定の場を設定し、自他を尊重する態度の育成といじめのない学級・
学校づくりの推進

主な取組 豊かな心・文化育成事業

事業概要
（Plan)

「寒川町いじめ防止基本方針」を踏まえて、いじめの未然防止に組織的に努めるととも
に、各教科の実習や旅行的行事、校外学習、運動会、体育祭など、様々な体験的な学習等
において児童・生徒の主体的な活動を通じて自己決定の場を設定し、自己肯定感及び他
者尊重の態度を育み、いじめの起きない学校づくりを目指す。

また、演劇や音楽など本物に触れる機会を芸術鑑賞として設けることにより、児童・生徒
に情操豊かな心の育成を図る。

取組実績
(Do１)

定期的な生活アンケートを実施することで悩みや困り感を把握し、積極的に児童・生徒及
び保護者の相談にのる体制づくりを行った。さらに、県の取組でもある「かながわ子どもサ
ポートドック」を推進することで、生活アンケートのスクリーニングをチームで行い、気になる
児童・生徒に対してプッシュ型（積極的）面談を実施し、悩みや困り感の把握及び関係機
関との連携を図った。

また、関係機関との連携を円滑に進め、各事案の早期解決に向けた、指導・支援を行っ
た。
小学校では芸術鑑賞教室や中学校ではオリンピアンによる授業等、本物に触れる機会を

創出することができ、児童・生徒の豊かな心の育成につなげることができた。

成果指標
（Do2）

自分にはよいところがあると思う児童・生徒の割合
（全国学力・学習状況調査より）

目標値 実績値

70% 85%

課      題
(Check)

　継続して行ってきた積極的ないじめの認知の各校への周知により、い
じめの早期発見・早期対応に繋がる成果が出てきた。
　課題として、子どもを取り巻く環境の変化に伴い、問題行動の複雑化、
低年齢化が見られ、小・中学校ともによりきめ細やかな指導・支援が求
められている。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

引き続き、生活アンケートやかながわ子どもサポートドックの取組の一層の推進を図るとと
もに、子どもたちが悩みや困り感を軽減できる子どもたち同士の関係性づくりや環境づくり
に努めていく。
また、令和８年度よりいじめ問題対策連絡協議会を設置し、いじめの未然防止、早期発

見、対処に向けた実効的な対策を講じ、地域一体となって子どもの安心・安全の推進を
図っていく。

学 校 教 育

重点施策 ２

特別の教科 道徳の時間を要とした教科等の指導を通

して、児童・生徒指導の充実を図ります。
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担当課 学校教育課

２－２
「特別の教科 道徳」の特質を踏まえ、自ら考え判断し行動できる力を
育む教育活動全体を通じた道徳教育の充実

主な取組 教育活動充実事業

事業概要
（Plan)

学習指導要領に基づいた教育活動全般において、児童・生徒の道徳性を育むために、特
別の教科 道徳を核とした「考え、議論する道徳」の授業を展開し、道徳教育の推進を図
る。

さらに、各教科や特別活動、学校行事、体験活動、部活動等の教育活動全体を通して、生
命を尊重する心や自他を大切にする心を実践的に育む。

取組実績
(Do１)

各校に配置された道徳推進教師を中心として道徳教育の推進を図った。特に授業づくり
の面においては、寒川町道徳教育研修会を行い、外部講師から授業の基本設計の理論や
具体例について教職員が学ぶ機会を設けた。また、各校の要望に応じて道徳の授業づくり
に関する書籍を購入し、授業力の改善を図ることができた。

成果指標
（Do2）

命を大切にし、自分や仲間を大切にしている児童・
生徒の割合
（児童・生徒アンケートより）

目標値 実績値

100% 99%

課      題
(Check)

　学校教育全体を通しての道徳教育の推進が幅広く行われている一方
で、特別な教科 道徳の授業づくりについては教職員による取組姿勢に
差がある。道徳推進教師が学校内で力を発揮しやすいような支援体制
を構築することが課題である。

総合評価

B

今後の方向
性・改善策
(Action)

引き続き、道徳教育研修会等、具体的な授業づくりの支援を行っていく。一方、学校全体と
して道徳教育を推進していくために、道徳推進教師だけでなく、管理職も含めたリーダー層
が一体となって道徳教育の充実を図っていく姿勢を整えていく。また、町内で取り組んでい
る授業実践の好例を、公開研究会等を通して８校全体に十分に周知していくことで、町全
体として改善を図っていく。

学 校 教 育

重点施策 ２

特別の教科 道徳の時間を要とした教科等の指導を通

して、児童・生徒指導の充実を図ります。
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担当課

課      題
(Check)

　教育的ニーズがあるにも関わらず、就学相談に繋がらず、適切な支援
を受けることができていない児童・生徒がいる。保護者も含めた支援体
制を構築していく必要がある。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

今後も地域の幼稚園や保育園、児童発達支援センター、放課後デイサービスなどの関係
機関と連携を密にするとともに、関係機関に就学相談のチラシを置いてもらい、支援を必要
とする児童・生徒が適切な学びの場で適切な支援を受けることができるよう積極的に働き
かけをしていく。

事業概要
（Plan)

多様な教育的ニーズをもつ児童・生徒について、子ども一人ひとりの障がいの状態、特
性及び心身の発達の段階等を把握し、保護者との教育相談及び就学相談を行う。

また、教育相談等を踏まえて、全小・中学校に設置する特別支援級や令和７年度に全小
学校に設置する通級指導教室（「ことばの教室」）といった、個に応じた多様な学びの場を
展開し、適切な支援を行う。

取組実績
(Do１)

幼稚園や保育園、児童発達支援センター、放課後デイサービスなどの関係機関と連携し、
子ども一人ひとりの障がいの状態や特性、心身の発達段階等を詳細に把握することによ
り、個に応じた学びの場で適切な支援を受けることができるよう丁寧な教育相談及び就学
相談を実施した。また、町内小・中学校全校に設置されている特別支援学級、令和７年度よ
り小学校全校に設置された通級指導教室（「ことばの教室」）といった、個に応じた多様な
学びの場が整備されたことに伴い、児童・生徒の実態に応じた適切な学びの場で、適切な
支援を行うことができた。

成果指標
（Do2）

教育的ニーズに合った就学相談の実施

目標値 実績値

- -

学校教育課

３－１
一人ひとりの教育的ニーズに合った学びの場で、適切な支援を受け
ながら学習することができる特別支援教育の充実

主な取組 特別支援教育推進事業

学 校 教 育

重点施策 ３

支援を必要とする児童・生徒のニーズに応じた教育環

境を整備します。
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担当課

課      題
(Check)

　スクリーニングについてはどの学校でも実施できたが、小学校６年生
における全員面接については、実施時期が調整できず、実施できなかっ
た学校があった。
　また、教育相談に繋がりたくても、教育研究室に電話をかけるのは
ハードルが高いだけではなく、そもそも電話番号がわからないという住
民の声があることがわかった。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

町の相談員と教育相談コーディネーターまた各校の管理職と調整し、全小学校の６年生
の全員面接を行う。
また、児童・生徒またその保護者が気軽に教育相談できるよう、町ホームページの教育相

談のフォームから教育相談も受け付けられるようにするとともに、教育相談のポスターに、相
談ツールにすぐにたどり着けるような二次元コードを添付する。

事業概要
（Plan)

多様な支援を必要とする児童・生徒へのよりよい対応につなげられるよう、児童相談所、
県福祉事務所、県立総合教育センターなどの外部機関と連携し、情報共有等を行いなが
ら、児童・生徒及びその保護者の支援や教育相談を行う。

また、寒川町相談指導教室を核とした不登校児童・生徒に対する相談指導体制の充実
を図り、多様な支援を必要とする児童・生徒、保護者のニーズを受け止めながら、具体的な
対応につなげる。

取組実績
(Do１)

巡回相談員や心理相談員、訪問相談指導員、相談指導教室専任教員及び神奈川県のス
クールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーが常時情報交換を行い、支援を必要とす
る児童・生徒の多様なニーズに寄り添いながら支援を行った。
また、各校の教育相談コーディネーターと連携しながら各校ごとの生活アンケートのスク

リーニングを行い、教員目線では気づきにくい児童・生徒のSOSを見つけ出し、教員による
日々の児童・生徒の観察に生かした。さらに、中一ギャップ予防の意味も含めた、小学校６
年生一人ひとりと相談員における全員面接を行った。

成果指標
（Do2）

児童・生徒や保護者、学校のニーズに応じた教育相
談の実施

目標値 実績値

- -

学校教育課

３－２
外部機関との連携をした学校生活に不安や課題を抱える児童・生徒へ
の相談指導体制の充実

主な取組 教育相談事業

学 校 教 育

重点施策 ３

支援を必要とする児童・生徒のニーズに応じた教育環

境を整備します。
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担当課

課      題
(Check)

　ＦＬＴの全校配置によって、児童・生徒が生の英語に触れる機会は圧倒
的に増えたが、FLTとAIを比べてみたとき、AIの方が、児童・生徒には
抵抗感なく話せる対象であるということがわかった。しかし、ＡＩの完成度
はまだまだ低く、改善の余地が多分にあると感じた。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

今後の英語教育におけるAIの活用を見越して、どのAIが寒川町の教育、児童・生徒に適
しているのか研究する。

事業概要
（Plan)

外国人指導者（FLT）を全小・中学校に常駐配置し、外国語授業でFLTと日本人教員と
の互いの強みを生かしたティーム・ティーチングを行い、授業の質を向上させる。さらに、外
国語の授業以外の教科や、行事、部活動など学校生活全般においてFLTとのやり取りを通
じて外国語使用機会及び言語や文化についての体験的な学習等の充実を図る。また、夏
季休業中にＦＬＴを講師として、「さむかわイングリッシュキャンプ」を小学１～６年生及び成
人対象に４つの外国語に関する講座を実施する。

また、教員にさらなる専門性及び小・中学校間の円滑な接続が求められる中、各小・中学
校から１名ずつ外国語教育を推進するリーダーを選出し、各校の外国語教育の実践を推
進するとともに、町立小・中学校の外国語教育について、今日求められる授業を行えるよう、
組織的に授業内容（カリキュラム）及び指導・評価方法等の研究を行う。

取組実績
(Do１)

全てのＦＬＴが教員免許を取得していることで、単なるアシスタントとしてではなく一人の教
員として日本人教員と互いの強みを生かした授業づくりをすることができた。さらに、授業以
外の休み時間や清掃活動、部活動等でのFLTとの関わりにより、児童・生徒からのFLTに
対する、英語による発語が日常的に見られるようになった。
また、リーダー研修会では、文部科学省の「AIの活用による英語教育強化事業」に参加

し、寒川小学校、南小学校の６年生及び寒川中学校の２、３年生において、AIを用いた授業
づくりの実践に取り組み、検証を行った。

成果指標
（Do2）

ＦＬＴとの授業における外国語を楽しく学んでいる児
童・生徒の割合
（児童・生徒アンケートより）

目標値 実績値

90% 93%

学校教育課

４－１
外国人指導者（ＦＬＴ）の小・中学校への常駐配置等による指導体制の
充実を通じた外国語教育の推進

主な取組 小・中学校グローバル教育推進事業

学 校 教 育

重点施策 ４

質の高い外国語授業の展開と学校生活全般における外

国語を使用する機会の充実を図ります。
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担当課

課      題
(Check)

　英語検定を積極的に受験する生徒については準２級以上を取得して
いる状況があり、特に塾等に所属している場合に多く見られた。塾等に
所属していなくても、受験しやすい環境を整える必要があると感じた。
　また、生徒一人につき補助が一回であることから、不合格になった生
徒の再挑戦への対応についてどう対応するかを検討する必要がある。

総合評価

B

今後の方向
性・改善策
(Action)

・英語検定の受験機会を創出する手段等について研究する。
・受験することを目標とするのか、合格することを目標とするのかを明確にし、補助の回数を
現状維持とするか１年に１回とするのかについて検討する。

事業概要
（Plan)

実用英語技能検定（英語検定）は、公立中学・高校の教育カリキュラムに即して設計され
ているため、学習目標として設定しやすく、英語力が身に付いているか確認できるものであ
る。また、多くの大学で入学試験における優位な資格として認知されている。

しかしながら、近年の検定料の高騰に伴い受験者数が減少し、本町においても受験者数
が激減した。そこで、高額化する実用英語技能検定受験料を助成し、受験機会の拡大を通
して、生徒の英語力（自学自習のきっかけづくり）及び学習意欲（目標づくり）の向上を図
る。

取組実績
(Do１)

年３回実施される英語検定の申込締切に合わせて、学校経由でチラシを配付するととも
に、寒川町公式LINEによるプッシュ通知の活用、町内の塾への周知を行った。その結果、
初年度ながら生徒のみならず保護者にも制度について周知し、比較的年度の後半に向け
て申請者数を伸ばすことができた。

成果指標
（Do2）

中学校２年生または３年生で英語検定３級の受験
者の割合

目標値 実績値

12% 6%

学校教育課

４－２
英語検定に係る助成制度を通じた、生徒の英語学習の到達度の把握
及び英語学習に対するモチベーション向上

主な取組 小・中学校グローバル教育推進事業

学 校 教 育

重点施策 ４

質の高い外国語授業の展開と学校生活全般における外

国語を使用する機会の充実を図ります。
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担当課

課      題
(Check)

　ICT担当者への周知は十分に行っても、教職員全体への周知は十分
とは言えず、学校現場では多くのトラブルが生じていた。Windows11へ
の更新作業も重なったため、予想外のトラブルも多く生じ、対応に時間
がかかることも多くあった。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

現状でも行っているが、現場からの声を拾うために、ICT支援員とのコミュニケーションを
さらに密に行うこと、また教職員と担当指導主事が日常的にコミュニケーションを一層進め
ていくことで、トラブルの回避や素早い対応へとつなげていく。

事業概要
（Plan)

GIGAスクール構想において導入された、児童・生徒用1人１台タブレットを効果的に活用
するために、定期的にＩＣＴ担当者会を組織・開催し、授業研究体制の構築を図る。

取組実績
(Do１)

１、２ヶ月に１度の頻度でICT担当者会を行い、令和７年度は小学校のマイクロソフト365
環境の導入の手順や支援策、ネットワークアセスメントに基づくネットワーク整備事業、タブ
レット端末の更新など、児童・生徒はもちろん教職員にも大きく関わる変化やそれに伴う手
続きや作業について共通認識を構築した。事前の準備はもちろん、学校現場で生じる課題
に対しても素早く対応できるような支援体制づくりを行った。

成果指標
（Do2）

タブレットなどのICT機器を活用し、自分のペースで
理解しながら学習を進めることができる児童・生徒
の割合
（全国学力・学習状況調査より）

目標値 実績値

80% 96%

学校教育課

５－１
ＩＣＴ機器等の整備による新学習指導要領に対応した分かりやすい授
業の展開に向けた授業研究体制及び教職員研修の充実

主な取組 小・中学校グローバル教育推進事業

学 校 教 育

重点施策 ５

情報活用能力を含む学力向上に向けたＩＣＴ機器を効

果的に活用する授業の展開を図ります。
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担当課

課      題
(Check)

　ICT支援員、タブレット端末、ネットワーク環境等、児童・生徒の学びを
支える環境を構築していったが、常に技術更新が進み、更新が滞る箇
所から環境が崩れていくため、先回りして整備を進める姿勢がさらに必
要である。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

ICT機器を取り巻く環境については５年を単位に更新していくことが多いが、５年後には
技術的に大きく変わっていることも多い。５年に一度の更新を待たずに修正や対策を整えて
いけるよう、ICT支援員の知見や現場からの声、文部科学省の方針等を常に集めることと、
それらを統合して支援策を常に更新していくよう努める。

事業概要
（Plan)

学習指導要領では、三つの資質・能力を育むとともに、資質・能力の一つとして位置づけ
られた情報活用能力を育成することが求められている。これらの資質・能力を育むために
は、GIGAスクール構想において導入されたタブレット端末を効果的に授業で活用すること
が重要である。そのためには、教育現場で即時的にニーズやトラブルに対応できるよう、専
門性を生かしたICT支援員を配置するなど、教職員の支援体制の充実を図る。

さらに、タブレット端末の機器更新に向けては、２年間の計画で整備するとともに、学校の
ネットワーク環境については、文部科学省CBTシステム（MEXCBT）による全国学力・学習
状況調査など、さらなる大容量の通信環境を要することから、国が示している推奨帯域にな
るよう、ネットワーク・アセスメントに基づいた整備を図る。

取組実績
(Do１)

ICT支援員により、タブレット端末の使用方法等への支援ができただけでなく、ICT機器
の最新情報への理解等についても支援が行われた。日々更新されるハード、ソフト、ネット
ワークの技術に対して、トラブル対応も含めた柔軟な支援体制を構築した。
タブレット端末の機器更新について、納入業者と綿密に連携を図りながら新年度での使

用に支障のないように納入を完了した。さらに、前年度のネットワークアセスメント事業に基
づき、大容量の通信環境の構築を進め、年度内の整備を完了することができた。

成果指標
（Do2）

タブレット端末を活用した学習について有用感を感
じている児童・生徒の割合
（児童・生徒アンケートより）

目標値 実績値

80% 95%

学校教育課

５－２
ＩＣＴ支援員の配置による各校のニーズに応じた情報教育に係る支援
の充実及び機器更新・通信ネットワーク環境の整備

主な取組 小・中学校グローバル教育推進事業

学 校 教 育

重点施策 ５

情報活用能力を含む学力向上に向けたＩＣＴ機器を効

果的に活用する授業の展開を図ります。
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担当課 教育施設給食課

６－１
学校施設の維持保全と整備を通じた安全・安心な学校教育を継続する
ための環境づくり（小中学校修繕、施設維持補修委託、小学校体育館
屋根改修工事、中学校体育館屋根修繕設計委託など）

主な取組 学校施設の維持管理

事業概要
（Plan)

学校生活における児童・生徒の学習環境の改善を図るため計画的な修繕工事の実施
や、経年劣化に対応するため、公共施設再編計画に基づいた修繕工事を実施する。

また、法定点検を含む保守点検を実施し、その結果により生じる必要な修繕及び緊急修
繕等について、町の厳しい財政状況を踏まえた上で適切な管理を行い、安全・安心な学校
環境の維持に努める。

○令和7年度計画工事等
各小学校の体育館屋根改修工事、一之宮小学校北棟屋上防水工事、各中学校体育館

屋根修繕設計委託、旭が丘中学校技術棟屋根修繕設計委託

取組実績
(Do１)

　事業計画に基づき、工事等を実施した。
・計画工事等８件完了
　（小学校体育館屋根改修工事５件、一之宮小学校北棟屋根改修工事１件
　　中学校体育館屋根修繕設計委託１件、旭が丘中学校技術棟屋根修繕設計委託１件）
・定期点検、保守委託実施
・消耗品購入による器具修繕実施
　計画に加え、突発的な修繕等も不具合の状況に応じ、優先度を判断して実施した。
・緊急修繕等44件完了
　（小学校 緊急修繕25件、南小学校ふれあいホール床改修工事（補正予算対応）
　小学校体育館空調機設置工事設計委託（補正予算対応））
　中学校緊急修繕15件、寒川中学校給水ポンプ工事、（補正予算対応）
　中学校体育館空調機設置工事設計委託（補正予算対応）

成果指標
（Do2）

整備・修繕等対応件数
（対応件数／修繕等発生件数）

目標値 実績値

90% 100%

課      題
(Check)

　施設の老朽化が進んでいく箇所について、引き続き計画的な整備・修
繕等が必要である。

総合評価

A
今後の方向
性・改善策
(Action)

施設の老朽化は今後も進むため、各施設の点検等を定期的に実施し、問題が生じないよ
う整備・修繕等により環境整備を図る。

学 校 教 育

重点施策 ６

安全・安心な学校生活とよりよい学習環境づくりのた

めに学校教育施設の整備の充実を図ります。
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担当課 寒川学校給食センター

６－２
学校給食センターからの安全・安心な完全給食提供及び施設を活用し
た食育発信の推進

主な取組 給食の安定提供に向けた施設維持及び管理運営

事業概要
（Plan)

町立小中学校の児童・生徒に、学校給食センターから安全・安心で安定した学校給食を
提供することを第一の目的として取り組み、給食が欠食とならないよう、これまで整備したマ
ニュアル等をもとに運用管理や施設維持管理に努めるとともに、生きた教材として給食を
活用し、学校と連携して食に関する指導や食育推進に係る事業を進めていく。

併せて、町民の食育の推進を図るため、食に関する活動を行っている団体への施設の貸
し出しを行うなど、施設を活用した食育発信の取り組みも進めていく。

取組実績
(Do１)

給食の安定提供に向け、日常点検や定期点検を確実に実施するとともに、施設・設備の
機能を適切に活用し、欠食することなく安全・安心な給食提供を継続した。また、軽微な不
具合や修繕については迅速に対応し、運用に支障を生じさせることなく安定稼働を維持し
た。

さらに、栄養教諭・栄養士が学校を訪問し、教員や児童・生徒と交流を深めながら食に関
する指導の全体計画に基づいた食育の実施や施設見学の受入れ、施設貸出を通じて、食
育の推進と地域への発信に取り組むことができた。

成果指標
（Do2）

学校給食提供率（実施回数／計画提供回数）

目標値 実績値

100% 100%

課      題
(Check)

　 運用開始から一定年数が経過したことにより、施設・設備の突発的な
不具合への対応が生じている。また、マニュアルの運用については概ね
定着しているものの、職員間で理解や対応力に差が見られる。
　 食育の取り組みについても一定の成果はあるが、より効果的な発信
や内容の充実に向けた工夫が求められる。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

引き続き、計画的な点検・修繕を行い、施設・設備の適切な維持管理に努めるとともに、マ
ニュアルの見直しや研修の充実により、職員の対応力の平準化と運用の確実な定着を図
る。
また、学校との連携を強化し、給食を活用した食育の充実と、施設を活かした地域への発

信の強化に取り組んでいく。

学 校 教 育

重点施策 ６

安全・安心な学校生活とよりよい学習環境づくりのた

めに学校教育施設の整備の充実を図ります。
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担当課 生涯学習課

１－１
人口減少や高齢化など多様な課題の顕在化や、急速な社会経済環境の変化に対
応するため、現代的課題や地域課題についての学習機会の充実

主な取組 現代的・地域的課題に関する講座等の開催

事業概要
（Plan)

 　現代的課題や地域課題について学習する講座を各公民館で実施する。
【町民センター】
にこにこ学習会、普通救命講習会、防犯講座、まつりばやし保存会連合会共催講座、地域
の語り部による講座、お飾り講習会、人権講座、シニア男性体操教室
【北部公民館】
親子でクッキング教室、親子ホタル観察会、寒川歴史散歩、お飾り作り教室、メンズクッキン
グ教室、普通救命講習会、公民館花いっぱい運動
【南部公民館】
トウキョウダルマガエルを探そう、普通救命講習会、さむかわ町の仏像探訪、脳と身体の健
康リトミック、南部サロン（地域住民交流）

取組実績
(Do１)

　※講座名、開催日、参加人数、参加率の順で記載
【町民センター：青少年期４講座、成人期12講座、高齢期３講座、全年代２講座】
＜青少年期＞●親子でプログラミング・レゴロボット講座、４月19日（土）、44人、88％
＜成人期＞●南海トラフ地震への備え、９月27日（土）30人、100％
　　　　　　　 ●おもちゃから考える人権、２/８（日）、７人、23％
＜高齢期＞●シニア男性体操教室、①９月24日（水）、６人、30％
　　　　　　　　　②２月17日（火）、７人、47％
【北部公民館：青少年期３講座、成人期６講座、全年代１講座実施】
＜青少年期＞●夏休み子どもフェスティバル、８月３日（日）、64人、107％
＜成人期＞●防災講座・赤十字セミナー、９月20日（土）、19人、95％
＜成人期＞●メンズクッキング教室、２/15（日）、12人、100％
＜全年代＞●寒川のホタル展、５/18～６/14、176人
【南部公民館：幼児期2講座、青少年期４講座、成人期３講座、全年代１講座実施】
＜幼児期＞親子ミニ運動会、８月４日（月）、33人、55％
＜青少年期＞●トウキョウダルマガエルを探してみよう、７月６日（日）、８人、80％
＜成人期＞●さむかわ町の仏像探訪、10月16日（木）、11人、110％
＜全年代＞●一之宮サマーフェスティバル盆踊り練習会、８月10日（日）、17人、85％

成果指標
（Do2）

講座等の参加者の満足度

目標値 実績値

90% 90.5%

課      題
(Check)

　趣味、教養、健康、青少年向け等の住民のニーズの高い講座と比較し
て、現代的課題をテーマとした講座は定員に満たない場合があるが、実
施する意義は大きい。概ねの講座の満足度は高いが、関心を惹き、参加
してもらうまでの工夫が必要である。公民館利用者は70代以上のシニ
ア女性の参加が多いことから、子育て世代・勤労世代や男性の参加が
増えることが望ましいと考える。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

町民の身近な学びの機会である公民館講座としてニーズの高い講座と、現代的・社会的
に必要とされる講座や寒川町のことを学べる講座をバランスよく計画しながら、子育て世
代・勤労世代や男性の公民館利用者の増加を目指し、今後も推進していく。

重点施策 １

社会の持続的発展のための学びを推進します。

社 会 教 育
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担当課 生涯学習課

１－２
公民館利用者の高齢化や固定化が進んでいるため、サークル活性化を目指し、
サークル入会体験フェスタやサークル育成講座などの事業の実施

主な取組 公民館サークルの育成・支援

事業概要
（Plan)

　 サークル入会体験フェスタ、サークル育成講座、公民館まつり等のサークル育成・支援を
目的とした事業を行う。

【３館共通】
公民館まつり
サークル入会体験フェスタ（５月・11月）
各館の利用者の会に登録しているサークルが講師となるサークル育成講座の実施

取組実績
(Do１)

●公民館まつり
　　南部公民館　：3月7日（土）、8日（日）　参加者1,730人
　　北部公民館　：3月14日（土）、15日（日）　参加者1,700人
　　町民センター：3月21日（土）、22日（日）　参加者1,400人
●サークル入会体験フェスタ
   5月1日～31日実施……参加者33人、サークル加入者11人
   11月1日～30日実施……参加者29人、サークル加入者15人
●サークル育成・サークル化につながった公民館講座
　　町民センター：初心者のための連続俳句講座、10月5日～12月7日（日）、全3回、
　　　　　　　　　　　参加者17人
　　北部公民館　：ファミリーバドミントン講習会、7月8日（火）、参加者9人
　　南部公民館　：健康麻雀超初心者講座、10月7～28日（火）、全4回、参加者12人

成果指標
（Do2）

利用者の会登録団体数

目標値 実績値

180団体 163団体

課      題
(Check)

　サークルの高齢化や少人数サークルの解散等により「利用者の会」登
録団体の減少傾向は続いており、公民館講座からの新規サークル結成
もあるが、入会より退会が上回る状況である。公民館まつりは、サークル
の展示・発表のほか、自治会や地域の福祉団体、企業、キッチンカーな
どと連携し模擬店やイベントを実施し、各館で大勢の来場者を得た。

総合評価

B

今後の方向
性・改善策
(Action)

公民館サークルの利用者は70代女性が多く、既存サークルの会員減少も見受けられるこ
とから、今後は利用者の世代交代が加速すると考えられるため、既存サークル支援と新規
サークル育成を両輪にして推進する。新規来館者の誘致のため、公民館まつりや子ども向
けイベントなどで、子育て世代やリタイア世代などを呼び込み、公民館や地域での活動に親
しみをもってもらう機会を創出し、公民館サークルの活性化につなげる活動を継続する。

重点施策 １

社会の持続的発展のための学びを推進します。

社 会 教 育
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担当課 生涯学習課

１－３
町民の知的要求や課題解決のための地域の情報拠点となる図書館と
して、特色ある企画テーマ展示の実施

主な取組 図書資料を活用した様々なテーマの企画展示の実施

事業概要
（Plan)

　町民の図書館の利用促進を図るため、図書館資料を活用した展示活動を実施する。

【総合図書館】
企画展示、YA展示、児童展示、CD展示、複合展示、絵本小規模展示、その他（追悼・時事
等）展示
【北部・南部分室】
北部・南部分室展示、朝読おすすめ本展示

取組実績
(Do１)

【総合図書館】企画展示５回、YA展示５回、児童展示10回、絵本小規模企画展示18回、
CD展示５回、複合展示６回、その他（追悼展示、時事的話題等）29回 全78回（テーマ）
展示点数6,743点、貸出点数10,301点、貸出率152.8％
【北部・南部分室】
北部：7回（テーマ）、展示点数440点、貸出点数187点、貸出率42.5％
南部：7回（テーマ）、展示点数431点、貸出点数209点、貸出率48.５％

成果指標
（Do2）

展示資料の貸出点数

目標値 実績値

13,500点 10，697点

課      題
(Check)

　コロナ禍の影響により、読書離れが加速し、図書館の利用が来館者
数、貸出点数ともに令和３年度以降、減少が続いている。来館者の回復
を目指し、社会情勢や町民の興味関心など、様々な視点から新鮮で来
館者の目を引くような展示事業を展開し、図書の幅を広げ、新たな発見
に繋げるなど図書館の利用拡大を図る必要がある。

総合評価

B

今後の方向
性・改善策
(Action)

図書（資料）の展示による情報提供・情報発信は図書館の重要な事業と捉えており、今後
も事業を量的・質的に向上させ、利用拡大を図る。総合図書館１階の階段前に設置するミ
ニ展示は貸出が好評であり、効果が出ている。子どもや高齢者など総合図書館まで足を運
べない方のために、北部、南部分室では総合図書館で好評を得たテーマを巡回させ、分室
の利便性を高める必要性がある。

重点施策 １

社会の持続的発展のための学びを推進します。

社 会 教 育
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担当課 生涯学習課

１－４ 町民の読書活動を支援するボランティア活動の充実

主な取組 図書館ボランティアの育成

事業概要
（Plan)

地域の読書活動推進の担い手として、子どもの読書活動や図書館サービスを支援する
ボランティアの育成を行う。

【総合図書館】
読み聞かせボランティア、書架整理ボランティア

取組実績
(Do１)

●おはなし会ボランティア
　　令和７年度登録者数12人・活動実績：活動回数44回、延べ94人参加
　　おはなし会ボランティア全体会：８月28日実施、９人出席／２月27日実施、12人出席
　　おはなし会よみきかせ講座（ボランティア育成事業）：２月7日実施、18人参加
●配架・書架整理ボランティア
　　令和７年度登録者数34人・活動実績：活動回数101回、延べ411人参加
　　配架書架整理ボランティア全体会：4月22日実施、22人参加

成果指標
（Do2）

ボランティア活動年間参加人数

目標値 実績値

300人 505人

課      題
(Check)

　町民の社会教育活動を支える学習拠点である図書館において、地域
住民と協力し、学習成果や生きがい創出の場としての活動の充実が必
要である。令和６年度から配架書架整理ボランティア説明会を町公式
のLINEで配信しており、参加者及び新規登録者が前年度より増加し
た。おはなし会ボランティアは継続者が多く、現状維持であるが、新規登
録者は少ないため、登録者増加を目指した検討が必要である。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

配架書架整理ボランティア説明会をLINE配信したことで、登録者が大幅に増えた効果が
出たが、おはなし会ボランティアも登録者増を目指す。令和７年度に配架・書架整理ボラン
ティアにおすすめ本展示協力を呼びかけ、紹介文を付けて展示したところ好評であり、図書
館事業にボランティアの意見を取り入れることや、ボランティアが利用者と直接ふれあうこと
で地域に貢献していることを実感してもらう取り組みが効果的であると考える。

重点施策 １

社会の持続的発展のための学びを推進します。

社 会 教 育
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担当課 生涯学習課

１－５ 生涯学習に取り組むためのきっかけづくりや機会の提供

主な取組 町の機関等が主催する講座・教室の年間事業予定の情報提供

課      題
(Check)

　子ども生涯学習情報紙「すきっぷ」への掲載記事数は増加しており、
公民館事業での幼児、青少年向け事業は多数実施され、提供講座数
は多いにもかかわらず、令和６年度（41人）より申請者が減少しており、
「さむかわゆうゆう学園」や修了証授与に関する周知が足りないことが
課題として考えられる。

総合評価

B

今後の方向
性・改善策
(Action)

数年かけてスタンプをためて申請している子どももおり、スタンプカードや修了証授与は地
域で体験活動に参加した記録でもあり、子どもたちの励みになっていると考える。今後も継
続して実施していくが、ゆうゆう学園制度の認知度向上、該当事業でのスタンプ配布の徹
底、修了証授与式に向けて申請を促すよう周知を行う。

事業概要
（Plan)

町の機関等が主催する講座・教室の年間事業予定をとりまとめて、「さむかわ町民大
学」「さむかわゆうゆう学園（青少年向け事業）」として情報提供を行う。

「さむかわゆうゆう学園」対象の講座・教室等に10回以上参加した未就学児から15歳
までの子どもに修了証を交付する。

取組実績
(Do１)

【さむかわゆうゆう学園実施状況】
環境課（５講座５回）、健康づくり課（２講座３回）、町民窓口課（１事業）、農政課（１講座１
回）、生涯学習課（８事業10回）、公民館（町民センター20講座31回、北部20講座31回、
南部19講座48回）、図書館（14講座114回）
【さむかわゆうゆう学園修了式】
実施日：令和８年３月27日（金）午後１時30分 会場：町民センター展示室１ 出席者：17
人

成果指標
（Do2）

ゆうゆう学園修了証交付人数

目標値 実績値

54人 38人

重点施策 １

社会の持続的発展のための学びを推進します。

社 会 教 育
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担当課 生涯学習課

２－１
子育て家庭を支援するため、子育てや大人と子どものふれあう学習機
会の充実

主な取組 親子・青少年対象事業の実施

事業概要
（Plan)

 　公民館講座等で家庭教育支援や青少年の体験活動充実に関する学習機会を提供する。
《親子対象事業》
【町民センター】ママとベビーのふれあい体操、親子工作教室
【北部公民館】親子でクッキング教室、親子ホタル観察会、おはなし図書館
【南部公民館】親子リトミック教室、親子でクラフト教室、おはなし広場、親子ミニ運動会
《青少年対象事業》
【３館共通】さむかわイングリッシュキャンプ、書き初め大会、ジュニア絵画展
【町民センター】少年科学クラブ、書道教室、絵画教室、子ども茶会、サマー・ランチ with FLT
【北部公民館】七夕飾り作り、子どもフェスティバル、こども実験教室、モザイクアート教室
【南部公民館】トウキョウダルマガエルを探そう、中学生クッキング教室、七宝焼き体験

取組実績
(Do１)

《親子対象事業》

【町民センター】①ママとベビーのふれあい体操、11月7日（金）・26日（水）実施、延べ4人参加／②親子で

プログラミング・レゴロボット講座、4月19日（土）２回実施、延べ52人参加／③親子体操教室、9月21日（日）

実施、2人参加／④星空観察会、2月1日（日）実施、37人参加／⑤親子模型教室、2月7日（土）実施、17人

参加

【北部公民館】①親子ホタル観察会、5月31日（土）実施、30人参加／②夏休みおはなし図書館、7月22日・8

月12日・26日（火）実施、延べ43人参加／③親子料理教室、7月31日（木）実施、24人参加／④親子クリス

マス料理教室、12月13日（土）実施、20人参加

【南部公民館】①親子でクラフト教室、4～3月12回実施、延べ162人参加／②親子ミニ運動会、8月4日（月）

実施、51人参加／③親子リトミック教室、11月19日・26日（水）4回実施、延べ85人参加／④クリスマスひろ

ば、12月14日（日）実施、61人参加／⑤親子春休みバスツアー、3月30日（月）実施、22人参加

《青少年対象事業》

【町民センター】22事業、73回実施、延べ3,375人参加

【北部公民館】22事業、31回実施、延べ1,393人参加

【南部公民館】21事業、48回実施、延べ1,583人参加

成果指標
（Do2）

公民館講座等の全事業実績における親子・青少年
対象事業の割合

目標値 実績値

30% 39%

課      題
(Check)

　コロナ禍以降に体験活動の機会が減少していた幼児・青少年対象の講座に
ついて、公民館講座で多くの機会を提供できたことは評価できる。今後も他の
世代の事業数とのバランスを取りながら、青少年向け事業の体験活動の充実
を維持する。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

親子・青少年対象の講座は安定的に参加者がおり、ものづくりや料理などの講座は申込者数も多
く、参加者アンケートの満足度も高い。小・中学生向けの無料学習会「にこにこ学習会」は当初募集

時に申込者が多く、キャンセル待ち希望者を段階的に受け入れるなどの対応を行っている。周知方
法としてのLINE配信やネット申込の効果が出ており、今後も改善を図りながら、引き続き体験、活動
の充実に取り組んでいく。

社 会 教 育

重点施策 ２

多様化する家庭環境に対して、地域全体での家庭教育

を支援します。
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担当課 生涯学習課

２－２ 幼少期から読書習慣の定着を目指し、図書館に来る機会づくりの充実

主な取組 子ども対象の読書活動推進に関する事業の実施

事業概要
（Plan)

　 幼少期から読書習慣を身につけられるよう、図書館に来る機会づくりを充実する。
《乳幼児期の親子対象事業》
　　　おひざにだっこのおはなし会、出張わらべうた会

《幼児・小学生対象事業》
　　　土曜日おはなし会、ぬいぐるみおとまり会、子ども映画会、わくわく読書マラソン
《青少年（ヤングアダルト）対象事業》
　　　YA向け図書展示、ジュニア司書講座・活動
《学校との連携事業》
　　　団体貸出、学校図書室と連携した読書啓発活動

取組実績
(Do１)

《乳幼児期の親子対象事業》
●おひざにだっこのおはなし会、24回実施、183人参加／月にいちどの赤ちゃんタイム、12回実施、
145人参加／●ぬいぐるみおとまり会、2月13・14日実施、19人参加／●出張わらべうた、3回実

施、32人参加
《幼児・小学生対象事業》
●土曜日おはなし会、48回実施、601人参加／●夏のこわ～いおはなし会、8月29日（金）実施、
35人参加／●わくわく読書マラソン、201人参加／●おすすめカード募集、30枚／●ジュニア司書
講座、8回実施、受講生３人、延べ20人参加
《青少年（ヤングアダルト）対象事業》●児童向け図書展示、28テーマ／●YA向け図書展示、5
テーマ
《学校との連携事業》
●小学2年生の図書館施設見学（5校実施）／●寒川中学校訪問ブックトーク、1月29日実施、16

人参加

成果指標
（Do2）

利用登録者数における18歳以下の割合

目標値 実績値

25% 24%

課      題
(Check)

　令和７年度末の一般利用登録者総数16,213人のうち0～18歳の登録者

3,914人）
　２階の個別学習席を利用する学生は増えているが、本の貸出点数や利用登
録者の減少が続いている。子ども達が本に親しむことを習慣とするため、継続
的な読書啓発活動や図書館未利用者への働きかけ方法について、新たな取り
組みを検討する必要がある。

総合評価

B

今後の方向
性・改善策
(Action)

言葉を学び、想像力を豊かにする乳幼児期からの読書習慣の形成は、図書館の重要な役割であ
り、将来にわたり大切な事業と捉え、今後もサービス向上に努める。読書活動は子どもの成長に不可

欠であり、さらなる読書支援活動の充実が望まれる。青少年の利用促進については、18歳以下やそ
の親世代へ向けた周知等の改善が必要である。図書館へ来てもらうための働きかけを行い、さらに
子どもの読書活動につなげる取り組みを検討する。

社 会 教 育

重点施策 ２

多様化する家庭環境に対して、地域全体での家庭教育

を支援します。
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担当課 生涯学習課

２－３ 青少年の健全育成のため、異年齢や多様な人々との交流の充実

主な取組 青少年育成活動を支援する取り組みやリーダーとなる人材の育成

事業概要
（Plan)

青少年の健全育成に向け、幅広い年齢層や多様な人々との交流を通して経験を積むこ
とができる事業を開催する。地域活動や様々な体験等により、青少年の健全育成に向けた
活動を支援する。

取組実績
(Do１)

《青少年育成事業｠
５月　多肉植物の寄せ植え体験：8人参加
５・11月  小学生農作業収穫体験（苗植え・芋ほり）：26人参加
６月　子どもまつり：86人参加
１０月　小学生体験学習サンドブラストとレクリエーション：29人参加
１２月　ジュニアと遊ぼう～クリスマス会～：16人参加
３月　ジュニア・リーダーズクラブ体験会：４人参加
・派遣事業（大曲子ども会歓送迎会、小谷小学校児童クラブ）
・事業には、ジュニア・リーダーも参加協力
《ジュニア・リーダーズクラブ｠
・月次定例会６回
・社会福祉協議会事業への協力（きんじろうルーム～夏休みの宿題自習室開放、ふれあい
福祉フェスティバル出店）
・「高座」のこころ。実行委員会主催事業への協力（さむかわいいチョーク祭り）
・ジュニア・リーダーズクラブ親睦会

成果指標
（Do2）

ジュニア・リーダーズクラブの会員数

目標値 実績値

15人 15人

課      題
(Check)

　各事業に対する参加者の満足度は高いものの、参加者が想定よりも
少ない事業が多く、周知方法について検討が必要である。また、現在
ジュニア・リーダーズクラブの会員は中学生以上が対象となるが、学年
が上がるごとに部活動やその他自身の興味の分野が広がるタイミング
であり、ジュニア・リーダーズクラブを休会（退会）する会員がいる。ジュ
ニア・リーダーズクラブの会員数を維持及び増加させるためには、常に
周知啓発と青少年健全育成事業の参加者への声掛け等が必要であ
る。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

事業を通じて異年齢交流を促すことで、青少年の社会性と自主性を育みジュニア・リー
ダーズクラブの会員数増加に繋げていく。また、青少年が主体となって行う地域活動や体
験事業を支援し、青少年の健全育成にも繋げる。

社 会 教 育

重点施策 ２

多様化する家庭環境に対して、地域全体での家庭教育

を支援します。
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担当課

課      題
(Check)

　寒川初の国登録文化財である旧広田医院と違い、軌道跡が中心であ
り、建物等は無いため、有形文化財とは違うスキームで指定・登録を考
えていかなければならない。また有識者や保存会との調整が長引き1回
しか調査を実施することができなかった。

総合評価

B

今後の方向
性・改善策
(Action)

旧広田医院については建築物であるため有形文化財であったが、今回調査対象である
西寒川支線跡には建物が無いため、記念物として指定・登録を考えなければならない。
地元研究者や保存会などと協力をし、調査研究を進め、報告書を作成し、国登録記念物登
録を第一目標としていく。

事業概要
（Plan)

近代文化財である旧広田医院の国登録有形文化財としての登録を契機に、町内の近代
建築物の調査研究の推進を図り、新たな指定や登録候補を再発見することにより、文化財
保護の意識向上を図る。

取組実績
(Do１)

近代文化財である西寒川支線跡について専門的知識を持つ有識者及び、地元研究者、
保存団体、神奈川県と現地調査を実施することができた。有識者や県担当より文化財の指
定・登録等について助言をいただくことができた。

成果指標
（Do2）

近代文化財調査実施回数

目標値 実績値

２回 1回

生涯学習課

３－１ 近代建築物の調査の実施

主な取組 文化財保護事業

社 会 教 育

重点施策 ３

郷土の歴史に対する関心を高め、文化財に対する保護

意識の向上を図ります。
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担当課

課      題
(Check)

　各団体との協力連携強化や各団体が自主的に文化財保護活動を
行ったため、実績値が目標値を大きく上回ることができた。今後はさら
に多岐にわたる分野で普及啓発活動の実施を考えたい。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

　今後も各団体と連携協力を強化しより多くの方に文化財保護の普及啓発を図る。

事業概要
（Plan)

文化財学習センター事業、公民館事業において実施される各歴史文化財関連事業を
「寒川町郷土歴史・文化財普及啓発事業」として連携・協力を強化し、より多くの人に郷土
の歴史文化に関する事業を提供していく。

取組実績
(Do１)

【文化財学習センター】
①考古学講座（茅ヶ崎市共催）5月24日、31日延べ37人/②布ぞうり作り教室（町民セン
ター共催）6月28日9人/③遺跡講演会（かながわ考古学財団共催）11月1日39人/④
お飾り講習会（町民センター共催）12月14日6人
【公民館】
①横浜洋館めぐり（北部公民館）5月10日、10月13日延べ23人/②祭りばやし50周年
記念事業（町民センター・祭りばやし保存会連合会）8月31日450人/③昔遊び教室9月
6日14人/④さむかわ仏像探訪（南部公民館）10月3日13人/⑤寒川歴史散歩（北部公
民館）11月7日12人/⑥お飾り作り教室（北部公民館）12月20日18人/⑦獅子舞とあそ
ぼう（町民センター）1月25日73人
【団体事業に後援・共催・協力等】
①縄文フェス（民間団体後援・協力）5月3日140人/②縄文講演会（民間団体出前講座）
6月21日、11月8日延べ110人/③楽しく学ぼう寒川の歴史と文化（民間団体土器貸出・
協力）8月10、11日22人/④縄文タイムトリップ（民間団体共催）11月23日103人/⑤神
奈川県考古学講座（神奈川県講師派遣）11月29日130人/⑥さむかわ歴史クイズ（自治
会出前講座）12月7日33人/⑦大蔵東原遺跡地元見学会（湘風園・玉川文化財研究所
講師派遣）3月28日37人

成果指標
（Do2）

事業の参加者数

目標値 実績値

310人 1269人

生涯学習課

３－２ 講座や展示等を充実させ、町民が寒川町の文化財を知る機会の充実

主な取組 文化財学習センター事業、公民館運営事業

社 会 教 育

重点施策 ３

郷土の歴史に対する関心を高め、文化財に対する保護

意識の向上を図ります。
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担当課

課      題
(Check)

　各施設の老朽化が進んでいくため、利用者のサービス低下につなが
らないよう、引き続き計画的な整備・修繕をする必要がある。

総合評価

A

今後の方向
性・改善策
(Action)

令和７年度においては、町予算での修繕等実施はなかったが、令和８年度においては、令
和９年度以降の北部・南部公民館防水工事に向けて設計業務委託等を行う予定となって
いる。
社会教育施設の老朽化が進んでいるため、公共施設再編計画の状況を踏まえながら必

要な修繕等を実施していく。

事業概要
（Plan)

各館の快適で安全な学習環境を整えるために必要な修繕等を、指定管理者と連携して
実施する。

○令和7年度実施予定修繕、工事等
　 指定管理者実施：町民センター各所防水保守、北部公民館一階集会室雨漏り修繕

取組実績
(Do１)

　計画に基づき、館内で生じた不具合箇所について、必要な修繕等を実施した。
【町民センター等】
・予算計上した計画修繕等１件完了
・小規模修繕31件完了
　（指定管理者実施：町民センター８件、町民センター分室３件、北部公民館９件、南部公
　民館８件、総合図書館３件）

成果指標
（Do2）

計画修繕・工事実施率

目標値 実績値

100% 100%

教育施設給食課

４－１ 指定管理者と連携し、必要な修繕などの実施

主な取組 社会教育施設の維持管理

重点施策 ４

乳幼児から高齢者までの学びの拠点として、快適で安

全な学習環境を整えるため、社会教育施設の整備等に

努めます。

社 会 教 育
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令和７年度事業の点検・評価の客観性を高めるため、教育に関し学識経験を

有する方々等（外部評価委員）から事業についてご意見をいただきました。  

ここからは、そのご意見を施策別にまとめ、掲載しています。 

 

【学校教育】  

 

重点施策１  

「学力向上に向けた主体的・対話的で深い学びの視点による授業改善の充実

を図ります。」について 

 

○小学校の授業研究に参加させていただいたが、目指す姿、そのための手立て等

がどの学年においても明確であった。教職員が一体となって授業改善に取り組

んでいる姿を見て取れた。そのような中、まだ研修のための時間の確保が十分

とは言えず、事業のスクラップ＆ビルドを構築していただきたい。また、今後はさ

むかわ学びっ子育成推進委員会の機能をさらに充実させ、町全体で施策のブ

ラッシュアップを進めてほしい。  

 

○「主体的・対話的で深い学び」につながる授業実践のため、研究発表に寒川

町内各校教職員の多くの方々が足を運んでくる様子を目の当たりにし、感銘い

たしました。研究発表校のPTAとして微力ながら、研究発表運営に携われた事

を嬉しく思います。こうした質の高い教育研修や少人数教育推進事業の取り

組みについては、教職員間に留めず、より一層、町内へ広く周知していくと良い

のではないでしょうか。  

 

○ICT機器を用いたコミュニケーションにおいては、表情を通じた情報が不足する

ことで意思疎通に齟齬が生じるリスクが懸念されます。この点について、今後の

方向性や改善案の中で明確に触れられていることに安堵いたしました。  

 

○小学校から中学校と連続性のある指導も大切だと感じます。小学校だけ、中学

校だけではなく、小・中学校の教職員が共に集まり、「チーム学校」として研究

授業などで情報交換をする、研修で指導の方向性を共通化するなどの授業改

善につながる歩みを更に進めてください。  

 

○教職員の授業改善で「何を教えるか」から、子どもたちが「何を学ぶか」「どの
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ように学ぶか」「何ができるようになるか」という学びの改善につなげ、子どもた

ちが学ぶことに興味を持つ授業を推進して欲しいです。  

 

○子どもの好奇心を引き出す、見守る、寄り添う教育であって欲しいです。学ぶ楽

しさを実感し、自主的に学習に取り組もうとする姿勢が非認知能力の向上や

学力の定着につながっていくと感じます。また、そのような姿を見れば教職員も

達成感を得られるのではないでしょうか。  

 

○受験がある以上、学習指導要領に基づき学力 (テストの点数や内申点 )で評

価することは必要だと思います。しかし、指導方法を工夫し、学力だけではなく

「子どもたちの学ぼうとする力 (勉強の仕方を学ぶ)」を伸ばし、育てる工夫もお

願いします。 

 

 

重点施策２  

「特別の教科  道徳の時間を要とした教科等の指導を通して、児童・生徒指導

の充実を図ります。」について  

 

○県立学校では「かながわ子どもサポートドック」の取り組みを始めてから自死が

減少しており、一定の成果が見られると考えられている。今後も「かながわ子ども

サポートドック」の生活アンケートを活用し、児童・生徒の状況をいち早く把握す

ることで、プッシュ型面談を積極的に行い、いじめをはじめとした児童・生徒の不

安や課題を早期解決へと向かう方策は今後も継続して行ってほしい。  

 

○SNSやスマートフォンの浸透により、いじめの性質や実態が多層化・変容している

現状には強い懸念を抱いております。道徳教育の推進が、学校内だけに留まら

ず、各家庭においても生命の尊厳や他者への敬意について深く語り合うきっかけ

となることを期待しております。  

 

○単年度の指導に留まらず、小学校6年間、中学校3年間を見通した計画的・発

展的な指導をお願いします。  

 

○学級相互、学年相互の教員間による校内研究会及び教職員研修会などをお

願いしたいです。子どもたち自らが生きた道徳として体感でき、体験できる機会
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が増えることを期待します。  

 

○「特別の教科  道徳」では、文部科学省の求めで、主に学級担任が指導し、数

値等での評価を行わず文章で評価していると思います。また、観点別評価では

なく個人内評価として丁寧に見取り、記述で表現することが適切と示されていま

す。１単位時間の指導だけでその成長を見取るのは難しいので、日々の観察や

学級づくりの大切さを感じます。子どもたちの豊かな心を、道徳の時間だけでなく

教育活動全体を通じて、家庭や地域との連携等も含めて育成を図っていただき

たいです。 

 

○体験活動を通じて地域全体 (地域住民や保護者 )協働して子どもたちの学びや

成長を支える取り組みが「地域学校協働活動」です。子どもたちを中心に、地

域や保護者が学校と共に地域づくりをめざす"地域学校協働活動 "が道徳科で

花開くことを期待します。  

 

 

重点施策３  

「支援を必要とする児童・生徒のニーズに応じた教育環境を整備します。」につ

いて 

 

○児童・生徒へのニーズに応じた支援は多岐にわたっている。令和7年度より全小

学校に設置された通級指導教室（「ことばの教室」）は個に応じた教育環境整

備の一助となっていると感じられた。さらに高いニーズに応えるための支援方法

を構築していただきたい。  

 

○多岐にわたるニーズに寄り添った支援体制の構築とその実践については、深く敬

意を表します。その一方で、通常級や一般の視点も含めた、全体としてのバラン

スを維持することも、同様に重視していただきたいと考えております。  

 

○あるべき姿としては、障がいのない子どもが障がいのある子どもを意識することな

く(逆も)、同じ場で共に学ぶことを目指して欲しいです。  

 

○支援を必要とする子どもたちのニーズに応じた教育環境を整備するための人材

確保をお願いします。  
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○入院や通院等により、通学が困難な子どもへの学習機会や帰国・外国人の子

どもが安心して学びを継続できる支援、校舎のバリアフリー化や障がいに対応し

た良好な教育環境の整備など誰もが等しく豊かな教育を受けられる環境作りを

お願いします。また、放課後、土曜日等の学習支援、地域における家庭教育支

援人材の確保や活動の推進など、地域の多様な教育資源を活用する体制作り

も必要です。 

 

○相談に至る前に、その兆しがあるはずなので、支援を必要とする子どもたちに対

するアプローチがあってもよいと思います。子どもたちの現状を把握する、子ども

たちの不登校の要因を知ることから、支援体制の構築につなげるなど積極的に

面接を行うことは評価できます。  

 

 

重点施策４  

「質の高い外国語授業の展開と学校生活全般における外国語を使用する機会

の充実を図ります。」について  

 

○外国人指導者（FLT）を全小・中学校に常駐配置し、外国語授業でFLTと日

本人教員との互いの強みを生かしたティーム・ティーチングを行ったことで外国語

教育の質は格段に上がったと感じた。今後は具体的な成果指標達成のための

改善策を検討していただきたい。 

 

○全ての外国人指導者（FLT）が教員免許を保持されているとのことに深く感銘

を受けました。AIによる学習は、それぞれの価値や有意義な面もありますが、やは

り対面だからこそ伝わる豊かな表情を通じ、生きた英会話を心から楽しんでほし

いと願っております。  

 

○英検受験の公費助成については、受験そのものを目的とするか、合格を目的と

するかに関わらず、公金を用いるという性質上、生徒一人につき1回を上限とす

ることが、公平性の観点からも妥当ではないでしょうか。  

 

○学校では、英語を学ぶ目的をしっかりと伝えて欲しいです。英語を通して英語圏

の異文化 (多様性 )を体験できること。言語コミュニケーションを通して他者を理

解できること。そのアイテムが英語です。英会話で楽しさを知ることから始め、その
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後、文法について学んでいく取り組みも良いと思います。 

 

○様々な活動の中で英語に触れる機会の充実を図っていただきたい。英語は習う

より慣れろとあるように、英語を日常的に使う環境を構築していただきたい。  

 

○英語の使用機会が学校に限られることが無いよう、家庭や地域・社会での使用

機会の拡大に留意してください。教職員同士が今まで培ってきた英語教育のノ

ウハウの共用、公開を行い、英語教育の失敗や成功の備忘録として活用するこ

とで、更なる組織的な研究体制に繋げてください。  

 

 

重点施策５  

「情報活用能力を含む学力向上に向けたＩＣＴ機器を効果的に活用する授業の

展開を図ります。」について 

 

○ＩＣＴ端末の活用は現代社会において不可欠であり、児童・生徒にとっても親し

みやすい環境となってきた。そのような中、教職員のICTスキルによって効果に差

が生じてしまっている可能性は否めない。スキル向上を図るための研修等を充実

させ、ＩＣＴ機器を使った効果的な授業の構築を積極的に進めてほしい。  

 

○小学校の授業参観の折、モニターやタブレット端末を駆使した先進的な授業展

開を拝見し、その進展ぶりに目を見張りました。また、中学校においても端末の持

ち帰りが定着し、ロイロノート等のクラウド管理による課題提出が日常化している

様子に、ICT機器の効果的な利活用が着実に推進されていることを肌で実感し

ております。 

 

○ICT支援員の最適かつ効率的な人員配置を推進しつつ、生成AIという先端技

術の積極的な導入と利活用にも取り組んでいただきたいと考えております。喫緊

の課題である教員不足という構造的な問題に対し、直接的な解決の決定打と

なるとまでは断言できませんが、現場の業務負担軽減やプロセスの改善におい

て、確実かつ顕著な成果をもたらすものと大いに期待がもてると思います。 

 

○ICTを活用した授業を実践するには、教員がICTを十分に活用できることが大

切です。教員の指導力の違いは、子どもたちには諸刃の剣になります。自信の無
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い授業は子どもたちにも伝わります。自信のある授業は子どもたちに新たな世界

を開きます。不安を感じている教員のために研修や情報交換ができる環境作り

の確保をお願いします。ＩＣＴ機器の利用で校務の負担軽減どころか重荷になっ

ては本末転倒です。  

 

○ＩＣＴ機器を活用した授業により、２１世紀を生きる子どもたちに求められる力 (思

考力・判断力・表現力 )が育まれることを期待します。  

 

 

重点施策６  

「安全・安心な学校生活とよりよい学習環境づくりのために学校教育施設の整

備の充実を図ります。」について 

 

○安全・安心な学校生活に向け、計画的に施設設備の整備修理を進めると同時

に、児童・生徒の安全のため、急な整備についても迅速にしていただけるようお

願いしたい。 

 

○地産地消を意識した給食を今後も提供していただき、給食事業の展開から寒

川町の食品ブランドを高めるとともに健やかな児童・生徒の成長に努めていただ

きたい。 

 

○PTA連絡協議会による要望書でも嘆願している事項ではございますが、町内の

小・中学校におけるトイレの異臭問題に対し、速やかに実効性のある対策を講じ

ていただくよう切望いたします。この問題は、単なる生理的な不快感に留まらず、

子どもたちの使用忌避や健康面への影響、さらには教育環境の衛生悪化を招

くものであり、公衆衛生上の喫緊の課題として捉えるべきではないでしょうか。  

 

○いつの時代も、子どもたちの話題の中心は美味しい給食の話です。これからも素

晴らしい食育の取り組みを継続していただきますようよろしくお願いいたします。  

 

○子どもたちの健康と安全、そして、環境に配慮した施設。今後ますます活発になる

であろう地域との交流に配慮した施設。何よりも質の高い教育を実現する施設

を目指して欲しいです。 
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○学校教育施設は、子どもたちが多くの時間を過ごす場です。安全・安心で快適

に過ごせる教育環境整備をお願いします。また、今後、地域学校協働活動 (地域

と連携・協働した学校教育 )を推進していくことで地域に開かれた学校とするた

めの環境づくりも併せてお願いします。  

 

○最近起きた小学校火災 (東京都北区立滝野川第三小学校 )での原因やその対

策を教訓としてください。冷静な判断と行動ができるよう災害時のあるべき姿を

明示してください。 

 

○町ホームページで、学校給食に使用した主な食材の産地を開示していることや

食材の地産地消の取り組みは好感が持てます。食育の推進と地域への発信で

は、子どもたちに提供する給食を知ってもらう取り組みとして、町民センター内食

堂で給食を提供する(メニューに組み込む)など、地域の身近な学校給食センタ

ーであって欲しいと思います。  

 

 

【社会教育】  

 

重点施策１  

「社会の持続的発展のための学びを推進します。」について 

 

○乳幼児期から高齢期までどの世代に向けても学ぶことのできる場を持続的に提

供できている。今後は住民の学びに対するニーズを検討し、更なる参加者増に

向けて、取組内容を精選してほしい。 

 

○公民館を利用する層の高齢化や固定化が進行している現状は、そのまま各サー

クルの高齢化や解散という深刻な事態に直結しているものと推察いたします。町

の公式ウェブサイトを拝見する限り、サークルの新規登録に関する手続きが不明

瞭な点も多く、参加を検討している潜在的な利用者層が二の足を踏む要因とな

っているのではないでしょうか。「＃さむかわいい」といったSNS媒体を効果的に

活用し、戦略的なPRを展開することで、若年層の関心を惹きつける新たな契機

となることを大いに期待しております。  

 

○各小学校で「よみきかせボランティア」の担い手不足が深刻な課題となっている
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一方、図書館ボランティアの年間参加者数が目標値を大きく上回る実績値を達

成していることは、非常に素晴らしい成果だと感じております。今後は、こうしたボ

ランティア参加者同士が横の繋がりを持てるような取り組みや機会を創出するこ

とで、その良好な流れが各小学校の「よみきかせボランティア」活動へと波及し

ていくことを期待しております。  

 

○成果指標を「講座等の参加者の満足度」にしていることが大変良いです。今後

の方向性・改善策でも触れていますが、世代交代 (現在利用者＝70代以上から

次世代へ)が必ず訪れます。その時にボリュームゾーン世代に合った活動へのス

イッチ(従来の視点、枠組みから意識的に切替え)をお願いします。 

 

○公民館は、地域住民の教養の向上、健康の増進、生活文化の振興などを目的

とした社会教育 (生涯学習）施設ですが、公民館は「いらないのでは」という意

見もあります。理由は、「高齢者の参加など一部の人だけが使っていて、自分に

は関係ない場所」だそうです。「公民館そのものが不要」というよりは、「このまま

の公民館はいや、行きたくない」という感じです。公民館の利用者の活性化を目

指すには、子どもや子育て世代、若者や高齢者など世代間をつなぐ場所であり、

災害時や地域課題に対応する拠点として機能するとともに、各世代にとって「魅

力ある学びと交流の場」作りが大切だと思います。  

 

○利用者の高齢化が待ったなしです。新たなサークル活動を模索する時期かも知

れません。サークル活動のあり方も、普段はオンラインで集合時のみオフラインな

ど、デジタルとアナログの使い分けも考えられます。  

 

○図書館の本来業務は、本を貸し出すことだと思います。また、本を読む場所でも

あります。テーマ展示は、図書館を訪れる人が減少している為、足を運んでもらう

工夫の一つです。総合図書館だけで年間78回、北部と南部両分室を合わせる

と92回の展示が行われています。結果として展示本の貸し出しが好評であり、

効果があります。本来業務がある中でテーマ展示を運営する負担もあると思いま

すが利用者が増える事を期待します。  

 

○貸出点数を増やすことに着目していますが、その裏で毎月多くの本が返却されて

いません。「本を返さない」この事実をどのようにお考えでしょうか。もうひとつ忘

れてはならないのが図書館の事業展開です。令和７年度図書館事業実績によ
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ると行事 (公民館でいう事業に該当 )として年間60回実施しています。(公民館

は年間１５４事業 )。これだけの事業をやらなければ集客に結び付かないこと、や

っても利用者数が減少していることから、図書館の機能・役割だけでなく利用し

てもらう工夫を改めて考える意義があると思います。また、公共施設再編計画で

は「次期図書館の姿」をしっかり議論いただきたいです。  

 

○読書活動の支援についてですが、読み聞かせボランティアに関して、年間事業計

画を見ると図書館だけでなく公民館でも実施しています。小学校での読み聞か

せの活動もあります。このボランティアの人たちが別々に活動しているのか、兼務

しているのかはわかりませんが、例えば人材バンク「読み聞かせボランティア」とし

て、個々の「点」での活動から「ネットワーク」として機能することを願います。  

 

○ゆうゆう学園は、大変良い取組みです。子ども会の廃止、自治会の希薄化の中

で、年代の違う子どもたちが一緒に過ごして、子ども社会のルールを学ぶことに

も貢献していると思います。プログラムの充実を図り、子どもたちの非認知能力を

伸ばしていただきたいです。できれば、大人版ゆうゆう学園＝新・町民大学の設

立を検討して欲しいです。  

 

 

重点施策２  

「多様化する家庭環境に対して、地域全体での家庭教育を支援します。」につい

て 

 

○イベントの内容等については町民のニーズを確実に把握し行っているように感じ

られる。今後はイベント以外の開館時、気軽に立ち寄ることができる場所として広

報することで、新たな利用者の獲得につながることを期待する。  

 

○「百聞は一見に如かず」という言葉がありますが、百見は一体験に如かず、何事

も実際に体験・体感することに勝るものはないと考えております。今後とも、親子

や青少年を対象とした事業がさらに充実していくことを切に期待いたします。  

 

○町内の小・中学生が図書館へ足を運ぶ契機を創出する施策として、図書館主

体の催事のみならず、学校側からもスタンプラリーやポイント制の導入といった、

自発的かつ魅力的な動機付けとなるイベントを戦略的に展開してみてはいかが
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でしょうか。 

 

○ジュニア・リーダーズクラブについて、名前や存在自体はなんとなく認知していた

ものの、具体的な活動内容までは十分に把握できていませんでした。生徒たちの

非認知能力を高める上で非常に有益な企画だと感じております。今後は、より多

くの生徒に参加してもらえるよう、広報や周知の戦略も含めて、引き続きよろしく

お願いいたします。  

 

○昨年は私自身、「寒川子どもアカデミーの会」に関わり、「楽しく学ぼう寒川の歴

史と文化」と題して、小学生を対象とした講座で寒川町の縄文時代を取り上げ

ました。兄弟や親子、一人参加など、参加者は「皆さん初めまして」でしたが、講

座終了頃にはお互いで話し、仲良くする様子が見られました。公民館講座では、

親子に限らず、子どもだけの(条件付き)参加も検討ください。今後は、子どもの

好奇心を優先した学習機会を充実してください。 

 

○本を読まないと読解力が育たない、読解力が低下することで文章を正しく読め

ない、といわれています。その一方で、学校図書館で読書を沢山している子ども

たちがいます。「わくわく読書マラソン」の学校版の創設も面白い、と思います。読

書活動を推進する一例として、学校図書館を総合図書館の分室と仮定し、図書

館全体でシームレスな事業展開なども検討ください。  

 

○総合図書館にとって、夏休みは子どもたちが参加できるチャンスです。本を中心

とした子どもの講座・イベントをお願いします。  夏休み前に講座情報を周知する

工夫もお願いします。  

 

○自治会活動が縮小し、子ども会活動が廃止されています。学校から帰宅しても、

YouTubeやゲームで過ごす子どもたちがいます。子どもたちが地域社会、異世

代と直接触れ合う機会が減っています。公民館や図書館が子どもたちの居場所

であって欲しいです。異年齢や多様な人々と交流する一つの方策が、地域全体

で子どもの学びと成長を支える「地域学校協働活動」かと思います。「地域学

校協働活動」の仕組み作りを推進してください。 
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重点施策３  

「郷土の歴史に対する関心を高め、文化財に対する保護意識の向上を図りま

す。」について 

 

○文化財学習センター・公民館等での講座や展示等の参加者は増えており、事業

の成果は上がっていると評価できる。今後も各団体と連携協力を強化し、文化

財保護の普及啓発を図ってほしい。 

 

○近代文化財である西寒川支線跡を有する一之宮公園は、神奈川の公園50選

にも選出されています。関連する講座や展示のいっそうの充実はもとより、現存す

る最初期の国産レールを用いた支線跡という歴史的価値を広く発信することで、

地域における文化財の保護意識が高まることを期待しています。  

 

○近代文化財は、縄文時代や弥生時代など古代のものに比べて軽視されがちで

すが、近代であっても同じ情熱で調査し、次の時代へと繋いでいかなければいけ

ません。調査だけではなく、保護・保存、活用までをセットで計画に盛り込んだ事

業展開をお願いします。 

 

○「西寒川支線跡」が対象になっていますが、「水道記念館」にも注目して欲しい

ところです。昭和11年4月に寒川第1浄水場の送水ポンプが設置されたレンガ

造りの建物が、現在の水道記念館です。日本では耐震建築でないと取り壊され

る可能性があります。モニュメントとしての遺産保存ばかりでなく、現役施設にも

着目し調査研究をお願いします。  

 

○文化財や自然の魅力は「美しい」「すごい」といった見た目の偉大さだけでなく、

自然の力、人間の創造性などを通して、長い年月をかけて育まれてきた地球の

歴史や人類の営みがさまざまな形で刻まれていることです。その価値は、自然

(地球環境 )の変化や街並みの変化 (開発 )、そして人間の意思決定により揺ら

ぎます。便利さや開発はどこまで必要か、守るべき景観とはどこまでを指すのか。

その価値を未来へ受け渡す義務を負う私たち自身がどのような未来を選択し、

次の世代に残すかという問いにもつながっています。だからこそ、文化財や自然へ

の理解を深める仕組みを整えることが重要です。  

 

○文化財は、先人たちがさまざまな営みをする中で残された地域の財産です。文化
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財を通して、私たちはかつての人々の営みから地域固有の歴史を知ることができ

ます。寒川町の歴史文化を守り育てるためには、歴史文化の核となる文化財を

適切に保存し、かつ活用することが求められます。保存するだけではなく、活用す

ることで自分たちが暮らす地域の財産としての愛着が増します。さらに、寒川町

の文化財を知る機会を充実させるだけではなく、文化財を保存・管理し、将来世

代へと受け継ぐ担い手の育成を最優先でお願いします。  

 

 

重点施策４  

「乳幼児から高齢者までの学びの拠点として、快適で安全な学習環境を整える

ため、社会教育施設の整備等に努めます。」について  

 

○施設の老朽化等による修繕については恒常的に必要であり、計画的に進めてい

ただきたい。また、利用者増加のためにも効果的な施設改修等も視野に入れ計

画を進めていただきたい。  

 

○予約システムの導入をはじめとするソフト面の整備により、利用者にとってより利

便性の高い社会教育施設へと向上していると実感しております。  

 

○施設の経年劣化への対応と公共施設再編計画との整合性を図る重要性につ

いては、十分に認識しております。しかしながら、現在も供用されている社会教育

施設という実態に鑑み、とりわけ公衆衛生に直結する箇所に関しましては、最優

先かつ着実な整備を推進していただくよう強く要望いたします。  

 

○社会教育施設は社会教育法で、図書館、博物館、公民館など社会教育 (生涯

学習 )のための施設です。快適・安全な学習環境の整備には、耐震化や老朽化

対策はもちろん、トイレの改修工事など快適性の確保も含まれます。特に公民館

のトイレについては、2025年度利用者満足度調査結果報告書においても取り

上げられています。町役場 (庁舎 )内は改修されましたが、社会教育施設はどうで

しょうか。取り残されていませんか。優先順位があると思いますが、引き続き、快適

で安全な学習環境を整える整備をお願いします。  

 

○2024年からの合理的配慮の義務化が実施されました。対象には学校施設も含

まれます。この法律における障がい者は、障がい者手帳を持っている人に限らず、
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年齢制限もありません。行政機関や事業者などは、障がい者に対して正当な理

由なく、または障がいを理由として、サービスの提供を拒否・制限したり、障がい

者だけに条件をつけたりすることを禁止しています。2024年4月1日から学校を

含む全ての教育機関も「事業者」として、障がいのある児童・生徒への合理的

配慮の提供が法的義務です。一例として、北部公民館にはエレベーターがありま

せん。2階への移動に合理的配慮が必要です。その他、車椅子利用者への段差

解消など、考慮すべき施設がある場合は「不当な差別的取扱い」の禁止と「合

理的配慮」の提供が義務付けられています。良い事例もあります。北部公民館

の調理室にある水栓をハンドル式からレバー式に変更し利便性が向上しました。

感染対策も含め、年齢に関係なく喜ばれる改善だと思います。  

 

 

【その他・全般】  

 

○重点施策については、トップダウンとボトムアップで、成果指標が重点施策と整

合しているかのチェックをお願いします。計画策定時、最上位目標である各重点

施策 (学校教育ｘ６、社会教育ｘ４ )を達成するために展開した主な取組や成果

指標は最適か。また、各重点施策を補完しているか精査してください。結果の評

価時は、主な取組を実行した結果が上位目標を達成できているか、確認作業を

実行してください。施策自体の到達度 (総合評価ABC)ではありません。上位目

標に対してどれだけ到達したかを振り返ってください。  
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Ⅳ 教育委員会会議 

及び教育委員の活動（報告） 
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１ 令和７年度教育委員会会議の開催状況 

 

   教育委員会の会議は毎月原則 20日に開催される定例会と必要に応じ開催され 

る臨時会があり、次のとおり開催し審議等を行いました。 

 

（令和７年 4月～令和８年 3月） 

開 催 日 区 分 議  事  等 

（令和７年） 

 

 

4月 18日 

 

 

 

定例会 

議案   令和８年度使用小学校・中学校教科用図書

採択 

方針について 

協議   令和７年度の視察・調査研究会・研修会に

ついて 

報告   案件なし 

5月 20日 定例会 

議案   案件なし 

協議   案件なし 

報告   専決処分の報告について 

６月 19日 定例会 

議案   案件なし 

協議   案件なし 

報告   専決処分の報告について 

7月 18日 定例会 

議案   教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価の結果報告書について 

協議   案件なし 

報告   案件なし 
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8月 20日 定例会 

議案１  議会の議決を経るべき事件の議案について 

  ２  寒川町学校給食費の管理に関する規則の一 

     部改正について 

協議   案件なし 

報告   案件なし 

その他  海・川やプール等における水難事故の防止 

     について 

  9月 19日 定例会 

議案   案件なし 

協議   寒川町教育振興基本計画の見直し及び後期 

実施計画の策定について 

報告   案件なし 

10月 20日 定例会 

議案１  寒川町教育委員会表彰規程の一部改正につ

いて 

  ２  令和８年度（令和７年度末）寒川町立小中

学校県費負担教職員の人事異動基本方針に

ついて 

協議   案件なし 

報告   専決処分の報告について 

11月 10日 臨時会 

議案   案件なし 

協議   案件なし 

報告   案件なし 

その他  教育長所信表明 
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11月 19日 定例会 

議案   案件なし 

協議１  第２次寒川町教育振興基本計画【改定版】

（案）に係るパブリックコメントについて 

  ２  令和７年度実施全国学力・学習状況調査の

結果について 

報告   専決処分の報告について 

12月 19日 定例会 

議案   令和７年度寒川町教育委員会表彰被表彰者

について 

協議   案件なし 

報告   専決処分の報告について 

１月 20日 定例会 

議案   案件なし 

協議１  第２次寒川町教育振興基本計画【改定版】

（案）に係るパブリックコメント実施結果

について 

  ２  青少年問題協議会の見直しについて 

  ３  町立小学校における学校給食費について 

報告   案件なし 

２月３日 臨時会 

議案   寒川町学校教育法施行細則の一部改正につ

いて 

協議   令和８年度寒川町一般会計予算（教育に関

する部分）について 

報告   案件なし 

２月 20日 定例会 

議案   案件なし 

協議   令和８年度重点施策について 

報告   専決処分の報告について 
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３月 11日 臨時会 

議案   県費負担教職員管理職の任免の内申につい

て 

協議   案件なし 

報告   案件なし 

3月 19日 定例会 

議案１  第２次寒川町教育振興基本計画【改定版】 

     について 

２   令和８年度重点施策について 

３   令和８年度小・中学校の夏季休業日におけ 

る授業日の変更について 

  ４  寒川町立小・中学校の教育職員に関する業 

務量管理・健康確保措置実施計画について 

  ５  寒川町立中学校における部活動の活動指針 

の一部改正について 

  ６  寒川町学校施設使用条例施行規則の一部改 

正について 

協議１  令和８年度教育委員会会議・視察・調査研

究会・研修会について 

  ２  寒川町学校給食費の管理に関する規則につ

いて 

報告      案件なし 

 

毎月の定例会終了後に、教育委員会報告として教育委員及び事務局職員より 

前回以降の活動状況や翌月定例会までの予定等の報告及び意見交換を行ってい 

ます。 
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２ 教育委員の活動 

 

教育委員は、定例会や臨時会以外に小・中学校への学校訪問や各種教育委員会主

催行事、研修会等に参加しており、活動は次のとおりです。 

 

（令和７年 4月～令和８年 3月） 

活 動 日 内        容 

４月 １日 

７日 

８日 

９日 

１５日 

教育委員会辞令交付式 

中学校入学式 

小学校入学式 

校長退任式（一之宮小学校） 

神奈川県市町村教育委員会連合会・総会 

5月８日 寒川東中学校体育大会 

６月１９日 

 

 

教育委員会調査研究会（第１回） 

・教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の結果 

報告書（案）について 

 8月 ４日 

７日 

教育委員会視察（群馬県前橋市立桃井小学校） 

2年次教諭研修会 

９月１９日 

 

 

２５日 

教育委員会調査研究会（第２回） 

・寒川町教育振興基本計画の見直し及び後期実施計画の策定に 

ついて 

旭が丘中学校体育祭 

10月 ２日 

４日 

１４日 

１８日 

３１日 

 

寒川中学校体育祭 

寒川町文化祭式典 

令和７年度第１回寒川町総合教育会議 

小学校運動会 

教育委員会調査研究会（第３回） 

令和８年度寒川町一般会計予算（教育に関する部分）について 

南小学校研究発表会 

11月 ４日 

１４日 

PTA大会・PTA教育懇談会 

神奈川県市町村教育委員会連合会研修会 

１月１２日 賀詞交歓会 

はたちのつどい 
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2月 ３日 教育委員会表彰式 

3月１１日 

１９日 

３１日 

中学校卒業式 

小学校卒業式 

教育委員会辞令交付式 

 

上記のほかに、次の審議会等に教育委員会を代表して委員が出席しています。 

 

・寒川町総合計画審議会（小川） 

 ・寒川町まちづくり推進会議（大森） 

 ・寒川町民生委員推薦会（布谷、小川） 

 ・寒川町青少年問題協議会（山本） 

  ・さむかわ男女共同参画プラン推進協議会（大森） 
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３ 教育長及び教育委員の就任期間 

 

教育長 

氏  名 就  任  期  間 

大川 勝德 令和４年 11月 10日～令和７年 11月９日 

花山 尚人 令和７年 11月 10日～令和 10年 11月９日 

 

教育長職務代理者 

氏  名 就  任  期  間 

布谷 あけみ 令和４年 11月 11日～ 

※教育委員の中から選出されるため、就任期間は教育委員と重複しています。 

 

教育委員 

氏  名 就  任  期  間 

小川 雅子  平成 29年 10月５日～令和 11年 10月４日 

布谷 あけみ  令和２年 10月１日～令和 10年９月 30日 

大森 博明  令和４年 10月１日～令和８年９月 30日 

山本 博司  令和４年 12月 13日～令和９年 10月 16日 
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教育に関する事務の管理及び執行の 

状況の点検及び評価の結果報告書 
【令和７年度対象】 

 

令和８年７月発行 

編集・発行 寒川町教育委員会 

       〒253-0196 

神奈川県高座郡寒川町宮山 165番地 

       電話 0467-74-1111（代表） 
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令和 8年 7月 10 日 

保護者 各位 

寒 川 町 教 育 委 員 会 

寒川学校給食センター 

        

学校給食の一部提供中止について（通知） 

 

 日頃から寒川町の給食行政についてご理解、ご協力いただきありがとうございます。 

 

 7 月 10 日提供の給食に、「さいの目切り機の平刃の欠片」が混入しておりましたため、

「豚肉と夏野菜のカレー」の提供を停止する事案が発生しました。経過等について、判明

している内容および対策等を下記の通りご報告いたします。 

 

記 

 

発生日  ：令和 8 年 7月 10 日(金） 

  給食献立 ：（（食食）、（食菜）、(副菜）、（汁物）  

  混入異物 ：金属片（15 ㎜×1㎜未満） 

  発生状況 ：学校にて、異物を確認 

  混入原因 ：カレー調理に用いた（さいの目切り機の）平刃の欠片 

  改善策  ：さいの目切り機の平刃の状態を使用前後だけではなく、使用中に数回点

検し、刃の欠けや摩耗、異常を確認する。また、職員へ異常発見時の報

告・対応手順を周知徹底し、異物混入防止に努めます。 

 

 

 今回の件について、保護者様におきましては、学校給食の喫食に関してご心配をおかけ

して申し訳ありませんでした。また、給食の停止のタイミングによりカレーを口にしてし

まった小学校の児童につきましては、ご家庭でも健康状態の確認をよろしくお願いしま

す。中学校の生徒につきましては、カレーの提供を行っておりません。 

なお、現時点で、異物混入を訴えた児童及び健康被害は確認されておりません。 

給食センター職員一同、これからも児童・生徒に安全安心でおいしい給食の提供を目指

し尽力してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

         事務担当 

寒川学校給食センター 

         （ 電話：0467-75-6706 

          （FAX（：0467-75-6707 



令和８年７月 11 日 

 

保護者 各位 

 

寒 川 町 教 育 委 員 会 

寒川学校給食センター 

 

        

今後の学校給食の対応について（通知） 

 

 

 日頃から寒川町の給食行政についてご理解、ご協力いただきありがとうございます。 

 ７月 10 日提供の給食に、「さいの目切り機の平刃の欠片」が混入しておりました件につ

きまして、急遽「豚肉と夏野菜のカレー」の提供を停止することになり、児童・生徒及び

保護者の皆様に深くお詫び申し上げます。 

当日カレーを口にしたお子様につきましては、引き続きご家庭で健康状態の確認をよろ

しくお願いいたします。万が一、体調に異変等があった場合は、すみやかに医療機関の受

診をしていただくようお願いいたします。  

 

 ７月 13 日（月）以降の学校給食は、原因が判明しましたので献立のとおり提供をいたし

ます。 

なお、原因となった調理器具は食材をダイスカットする際に使用するさいの目切り機

で、調理過程において刃の干渉により刃が削れたものであることが判明いたしました。当

該調理器具につきまして、点検を行い安全が確認できるまでは使用いたしません。 

 

 今回の事案を踏まえ、より一層安全点検策を講じ再発防止に努めてまいります。 

 

  

 

 

                   事務担当 

寒川学校給食センター 

                電話：0467-75-6706 

                FAX ：0467-75-6707 


